
変位センス

上端深度 下端深度

(m) (m)

H24-B8-35 - - ② 32.68 32.71 N15W 81E 無 - - - 非モデル化 参考2-191
① 45.58 45.63 N8W 7 84W 15 有 無 15R LL f-b11-1-1 参考2-159
② 60.36 60.60 N8E 23 84W 15 有 無 62R N,LL D-39 参考2-117
③ 88.93 88.97 N4E 19 81W 18 有 有 60L N,RL D-5 参考2-70
④ 97.87 99.00 N4E 19 72W 27 有 無 70R N,LL 非モデル化 参考2-191
⑤ 143.67 143.77 N8E 23 87E 6 無 - 5L RL 非モデル化 参考2-191
① 71.21 71.24 N12E 27 76W 23 有 無 25L N,RL D-7 参考2-90
② 77.48 78.10 NS 15 79W 20 有 有 20L RL f-b11-2-2 参考2-159
③ 80.50 83.93 N9E 24 80W 19 有 有 - N,RL D-6 参考2-56
① 73.43 73.45 N6E 21 82W 17 有 無 75R - D-38 参考2-116
② 167.53 168.54 N41W 26 69W 30 有 無 23R - f-6-2 参考2-127

 起点の破砕部の走向・傾斜から±20°の範囲内のもの 2018/10/14 11:39 [◆防潮堤-非モ̲破砕帯リスト(総括表)̲BC̲rev6.0.xlsx]30)f-Br-3̲1(H27-Br-3)

 起点の破砕部の走向・傾斜から±20°の範囲内に分布し，かつ，両者の走向・傾斜の差が±20°以内のもの \\TS5410D9DE\share\★★★\重要施設設と破砕帯\再検討 1̲80720以降\●原⼦炉，防潮堤，冷却⽔路\防潮堤・取⽔路・2号（総括表）180904修正途中\＜20180927 走̲向傾斜・性状を修正＞\[◆防潮堤-非モ 破̲砕帯リスト(総括表) B̲C̲ rev6.0.xl sx]30)f-Br-3̲ 1(H27-Br-3)

 起点の破砕部の走向・傾斜から±20°の範囲内に分布し，かつ，両者の走向・傾斜の差が±20°以内の可能性があるもの
 起点の破砕部の走向・傾斜から±20°の範囲内に分布し，かつ，両者の走向・傾斜の差が±20°以内で，かつ，性状のうち断層ガウジ・断層角礫の有無及びせん断構造・変形構造の有無が一致するもの
 起点の破砕部の走向・傾斜から±20°の範囲内に分布し，かつ，両者の走向・傾斜の差が±20°以内で，かつ，性状のうち断層ガウジ・断層角礫の有無及びせん断構造・変形構造の有無が類似するもの
 起点の破砕部の走向・傾斜から±20°の範囲内に分布し，かつ，両者の走向・傾斜の差が±20°以内で，かつ，性状（断層ガウジ・断層角礫の有無，せん断構造・変形構造の有無，条線方向もしくは変位センス）が類似するもの
 起点の破砕部の走向・傾斜から±20°の範囲内に分布し，かつ，両者の走向・傾斜の差が±20°以内で，かつ，性状のうち断層ガウジ・断層角礫の有無，せん断構造・変形構造の有無が類似し，条線方向もしくは変位センスが類似する可能性があるもの

走向起点
対比する

ボーリング孔
連続性検討

範囲
断面図上
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の走向の差

(°)
傾斜
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の傾斜の差

(°)

断層ガウジ・
断層角礫
の有無

明瞭な
せん断構造・

変形構造
の有無

条線方向
N 正断層

RL 右横ずれ
R 逆断層

LL 左横ずれ

連続性
検討結果

破砕帯名 性状一覧表

性状

連続性検討結果に関する備考

-

H24-B11-1

H24-B11-2

H19-No.6

範囲外

範囲内

連続性評価の具体的プロセス(防潮堤等，起点破砕部：H24-B8-35，②)〔A-A’断面〕
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変位センス

上端深度 下端深度

(m) (m)

H24-B8-35 - - ② 32.68 32.71 N15W 81E 無 - - - 非モデル化 参考2-191
① 45.58 45.63 N8W 7 84W 15 有 無 15R LL f-b11-1-1 参考2-159
② 60.36 60.60 N8E 23 84W 15 有 無 62R N,LL D-39 参考2-117
③ 88.93 88.97 N4E 19 81W 18 有 有 60L N,RL D-5 参考2-70
④ 97.87 99.00 N4E 19 72W 27 有 無 70R N 非モデル化 参考2-191
⑤ 143.67 143.77 N8E 23 87E 6 無 - 5L RL 非モデル化 参考2-191
① 71.21 71.24 N12E 27 76W 23 有 無 25L N,RL D-7 参考2-90
② 77.48 78.10 NS 15 79W 20 有 有 20L RL f-b11-2-2 参考2-159
③ 80.50 83.93 N9E 24 80W 19 有 有 - N,RL D-6 参考2-56
① 73.43 73.45 N6E 21 82W 17 有 無 75R N D-38 参考2-116
② 167.53 168.54 N41W 26 69W 30 有 無 23R - f-6-2 参考2-127

-

H24-B11-1

H24-B11-2

H19-No.6

範囲外

範囲内

断層ガウジ・
断層角礫
の有無

明瞭な
せん断構造・

変形構造
の有無

条線方向
N 正断層

RL 右横ずれ
R 逆断層

LL 左横ずれ

連続性
検討結果

破砕帯名 性状一覧表

性状

連続性検討結果に関する備考
比較対象と
の走向の差

(°)
傾斜

比較対象と
の傾斜の差

(°)
走向起点

対比する
ボーリング孔

連続性検討
範囲

断面図上
の番号

破砕帯範囲

連続性評価の具体的プロセス(防潮堤等，起点破砕部：H24-B8-35，②)〔A-A’断面〕

 起点の破砕部の走向・傾斜から±20°の範囲内のもの 2019/3/11 17:16 [◆防潮堤-非モ̲破砕帯リスト(総括表)̲BC̲rev8.1.1(=8.1).xlsx]70)f-B8-35̲2(H24-B8-35)

 起点の破砕部の走向・傾斜から±20°の範囲内に分布し，かつ，両者の走向・傾斜の差が±20°以内のもの \\160.189. 29.45\share\★★★\重要施設設と破砕帯\再検討 1̲80720以降\●原⼦炉，防潮堤，冷却⽔路\防潮堤・取⽔路・2号（総括表）180904修正途中\＜20190304̲ 誤記修正＞\[◆防潮堤-非モ 破̲砕帯リスト(総括表) B̲C̲ rev8. 1.1(=8.1).xl sx]70)f-B8-35 2̲(H24-B8-35)

 起点の破砕部の走向・傾斜から±20°の範囲内に分布し，かつ，両者の走向・傾斜の差が±20°以内の可能性があるもの
 起点の破砕部の走向・傾斜から±20°の範囲内に分布し，かつ，両者の走向・傾斜の差が±20°以内で，かつ，性状のうち断層ガウジ・断層角礫の有無及びせん断構造・変形構造の有無が一致するもの
 起点の破砕部の走向・傾斜から±20°の範囲内に分布し，かつ，両者の走向・傾斜の差が±20°以内で，かつ，性状のうち断層ガウジ・断層角礫の有無及びせん断構造・変形構造の有無が類似するもの
 起点の破砕部の走向・傾斜から±20°の範囲内に分布し，かつ，両者の走向・傾斜の差が±20°以内で，かつ，性状（断層ガウジ・断層角礫の有無，せん断構造・変形構造の有無，条線方向もしくは変位センス）が類似するもの
 起点の破砕部の走向・傾斜から±20°の範囲内に分布し，かつ，両者の走向・傾斜の差が±20°以内で，かつ，性状のうち断層ガウジ・断層角礫の有無，せん断構造・変形構造の有無が類似し，条線方向もしくは変位センスが類似する可能性があるもの

第６５７回審査会合
机上配付資料１ 修正

参考5-709参考1-709
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①

786(分類D)①
　変位センスについて転記元の性状一覧表から転記したが，転記元の記載が誤っていたため，正しい記載に修正したもの。

787(分類E)②
　起点破砕部と対比破砕部の連続性検討の結果，手作業で表の該当箇所に着色する必要があったが，誤って着色し忘れた。

788(分類A)③
　連続性評価に関するデータを拡充するために追加した変位センスを，本表に反映していなかった(H30年11月30日審査会合にて説明済)。

②

③



変位センス

上端深度 下端深度

(m) (m)

H24-B8-35 - - ② 32.68 32.71 N15W 81E 無 - - - 非モデル化 参考2-191

① 28.77 28.82 N32E 47 80W 19 有 無 90 - f-2-8 参考2-125
② 30.38 30.48 - - - - 有 有 - - D-3 参考2-88
③ 42.75 42.81 N17E 32 77W 22 有 有 75L - f-2-10 参考2-125
④ 50.35 50.48 N37E 52 67W 32 有 無 - - f-2-12 参考2-126
① 10.48 11.53 N4W 11 70W 29 有 有 50L - D-3 参考2-88
② 16.13 16.31 N35E 50 62W 37 有 有 38L - f-2-10 参考2-125
③ 22.20 22.26 N3E 18 79W 20 有 有 2L - f-2-11 参考2-126
④ 24.12 24.41 N7W 8 73W 26 無 - - - f-12-4 参考2-129
⑤ 34.24 34.38 N12E 27 73W 26 無 - - - f-2-12 参考2-126
⑥ 46.13 46.38 N29E 44 72W 27 有 有 47L - f-4-3 参考2-126
⑦ 59.22 59.59 N10W 5 89W 10 有 無 80L - D-4 参考2-89
⑧ 60.32 60.36 N71W 56 86N 5 無 - 38L - f-4-5 参考2-126
⑨ 84.25 84.33 - - - - 有 無 - - 非モデル化 参考2-184
⑩ 107.54 109.94 N16E 31 87W 12 有 有 - N,RL D-5 参考2-70
⑪ 159.77 159.88 N15E 30 87W 12 有 無 21L - f-12-10 参考2-130
⑫ 171.69 174.88 N9E 24 78W 21 有 有 79L N D-6 参考2-57
⑬ 175.27 175.28 N29W 14 78W 21 有 無 22R - f-4-9 参考2-127
⑭ 175.64 175.65 N14E 29 76W 23 有 有 64R - f-4-10 参考2-127
⑮ 207.69 207.72 N13E 28 83W 16 有 無 - - D-7 参考2-90

⑯ 218.73 218.74 N20E 35 74W 25 有 無 64L - f-4-12 参考2-127

⑰ 234.32 236.15 N28W 13 88W 11 無 - 20R - × f-6-2 参考2-127

① 92.63 92.65 - - (12) 69 無 - - - 非モデル化 参考2-184
② 96.46 96.49 - - (52) 29 有 有 - - 非モデル化 参考2-184
③ 110.93 110.95 - - (35) 46 無 - - - 非モデル化 参考2-184
① 73.43 73.45 N6E 21 82W 17 有 無 75R - D-38 参考2-116
② 167.53 168.54 N41W 26 69W 30 有 無 23R - f-6-2 参考2-127
① 78.22 79.56 N7E 22 87W 12 有 有 80R - D-24 参考2-103
② 151.35 151.38 N15E 30 86E 5 有 有 20L - f-8-11 参考2-128

(   )の傾斜角 ボーリングコア観察結果による値

 起点の破砕部の走向・傾斜から±20°の範囲内のもの 2018/10/14 11:39 [◆防潮堤-非モ̲破砕帯リスト(総括表)̲BC̲rev6.0.xlsx]30)f-Br-3̲1(H27-Br-3)

 起点の破砕部の走向・傾斜から±20°の範囲内に分布し，かつ，両者の走向・傾斜の差が±20°以内のもの \\TS5410D9DE\share\★★★\重要施設設と破砕帯\再検討 1̲80720以降\●原⼦炉，防潮堤，冷却⽔路\防潮堤・取⽔路・2号（総括表）180904修正途中\＜20180927̲ 走向傾斜・性状を修正＞\[◆防潮堤-非モ̲ 破砕帯リスト(総括表) B̲C̲ rev6.0.xl sx]30)f-Br-3̲ 1(H27-Br-3)

 起点の破砕部の走向・傾斜から±20°の範囲内に分布し，かつ，両者の走向・傾斜の差が±20°以内の可能性があるもの
 起点の破砕部の走向・傾斜から±20°の範囲内に分布し，かつ，両者の走向・傾斜の差が±20°以内で，かつ，性状のうち断層ガウジ・断層角礫の有無及びせん断構造・変形構造の有無が一致するもの
 起点の破砕部の走向・傾斜から±20°の範囲内に分布し，かつ，両者の走向・傾斜の差が±20°以内で，かつ，性状のうち断層ガウジ・断層角礫の有無及びせん断構造・変形構造の有無が類似するもの
 起点の破砕部の走向・傾斜から±20°の範囲内に分布し，かつ，両者の走向・傾斜の差が±20°以内で，かつ，性状（断層ガウジ・断層角礫の有無，せん断構造・変形構造の有無，条線方向もしくは変位センス）が類似するもの
 起点の破砕部の走向・傾斜から±20°の範囲内に分布し，かつ，両者の走向・傾斜の差が±20°以内で，かつ，性状のうち断層ガウジ・断層角礫の有無，せん断構造・変形構造の有無が類似し，条線方向もしくは変位センスが類似する可能性があるもの

傾斜
比較対象と
の傾斜の差

(°)

対比する
ボーリング孔

連続性検討
範囲

起点
断面図上
の番号

破砕帯範囲

走向
比較対象と
の走向の差

(°)

断層ガウジ・
断層角礫
の有無

明瞭な
せん断構造・

変形構造
の有無

条線方向
N 正断層

RL 右横ずれ
R 逆断層

LL 左横ずれ

連続性
検討結果

連続性検討結果に関する備考破砕帯名 性状一覧表

性状

-

H19-No.5

H19-No.6

H19-No.7

範囲内

範囲内

H19-No.3

範囲外

H19-No.4

連続性評価の具体的プロセス(防潮堤等，起点破砕部： H24-B8-35，②)〔B-B’断面〕
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参考1-713

変位センス

上端深度 下端深度

(m) (m)

H24-B8-35 - - ② 32.68 32.71 N15W 81E 無 - - - 非モデル化 参考2-191

① 28.77 28.82 N32E 47 80W 19 有 無 90 - f-2-8 参考2-125

② 30.38 30.48 - - - - 有 有 - - D-3 参考2-88

③ 42.75 42.81 N17E 32 77W 22 有 有 75L - f-2-10 参考2-125

④ 50.35 50.48 N37E 52 67W 32 有 無 - - f-2-12 参考2-126

① 10.48 11.53 N4W 11 70W 29 有 有 50L - D-3 参考2-88
② 16.13 16.31 N35E 50 62W 37 有 有 38L - f-2-10 参考2-125
③ 22.20 22.26 N3E 18 79W 20 有 有 2L - f-2-11 参考2-126
④ 24.12 24.41 N7W 8 73W 26 無 - - - f-12-4 参考2-129
⑤ 34.24 34.38 N12E 27 73W 26 無 - - - f-2-12 参考2-126
⑥ 46.13 46.38 N29E 44 72W 27 有 有 47L - f-4-3 参考2-126
⑦ 59.22 59.59 N10W 5 89W 10 有 無 80L - D-4 参考2-89
⑧ 60.32 60.36 N71W 56 86N 5 無 - 38L - f-4-5 参考2-126
⑨ 84.25 84.33 - - - - 有 無 - - 非モデル化 参考2-184
⑩ 107.54 109.94 N16E 31 87W 12 有 有 - N,RL D-5 参考2-70
⑪ 159.77 159.88 N15E 30 87W 12 有 無 21L - f-12-10 参考2-130

⑫ 171.69 174.88 N9E 24 78W 21 有 有 79L N D-6 参考2-57

⑬ 175.27 175.28 N29W 14 78W 21 有 無 22R - f-4-9 参考2-127

⑭ 175.64 175.65 N14E 29 76W 23 有 有 64R - f-4-10 参考2-127

⑮ 207.69 207.72 N13E 28 83W 16 有 無 - - D-7 参考2-90

⑯ 218.73 218.74 N20E 35 74W 25 有 無 64L - f-4-12 参考2-127

⑰ 234.32 236.15 N28W 13 88W 11 無 - 20R - × f-6-2 参考2-127

① 92.63 92.65 - - (12) 69 無 - - - 非モデル化 参考2-184

② 96.46 96.49 - - (52) 29 有 有 - - 非モデル化 参考2-184

③ 110.93 110.95 - - (35) 46 無 - - - 非モデル化 参考2-184

① 73.43 73.45 N6E 21 82W 17 有 無 75R N D-38 参考2-116

② 167.53 168.54 N41W 26 69W 30 有 無 23R - f-6-2 参考2-127

① 78.22 79.56 N7E 22 87W 12 有 有 80R - D-24 参考2-103

② 151.35 151.38 N15E 30 86E 5 有 有 20L - f-8-11 参考2-128

(   )の傾斜角 ボーリングコア観察結果による値

傾斜

比較対象
との傾斜

の差
(°)

対比する
ボーリング孔

連続性検
討範囲

起点
断面図上
の番号

破砕帯範囲

走向

比較対象
との走向

の差
(°)

断層ガウ
ジ・

断層角礫
の有無

明瞭な
せん断構

造・
変形構造
の有無

条線方向
N 正断層

RL 右横ずれ
R 逆断層

LL 左横ずれ

連続性
検討結果

連続性検討結果に関する備考破砕帯名 性状一覧表

性状

-

H19-No.5

H19-No.6

H19-No.7

範囲内

H19-No.3

範囲外

H19-No.4

連続性評価の具体的プロセス(防潮堤等，起点破砕部： H24-B8-35，②)〔B-B’断面〕

 起点の破砕部の走向・傾斜から±20°の範囲内のもの 2019/3/12 13:34 [◆防潮堤-非モ̲破砕帯リスト(総括表)̲BC̲rev8.1.1(=8.1).xlsx]31)f-Br-4̲1(H27-Br-4)

 起点の破砕部の走向・傾斜から±20°の範囲内に分布し，かつ，両者の走向・傾斜の差が±20°以内のもの \\160.189. 29.45\share\★★★\重要施設設と破砕帯\再検討 1̲80720以降\●原⼦炉，防潮堤，冷却⽔路\防潮堤・取⽔路・2号（総括表）180904修正途中\＜20190304̲ 誤記修正＞\[◆防潮堤-非モ 破̲砕帯リスト(総括表) B̲C̲ rev8. 1.1(=8.1).xl sx]31)f-Br-4̲ 1(H27-Br-4)

 起点の破砕部の走向・傾斜から±20°の範囲内に分布し，かつ，両者の走向・傾斜の差が±20°以内の可能性があるもの
 起点の破砕部の走向・傾斜から±20°の範囲内に分布し，かつ，両者の走向・傾斜の差が±20°以内で，かつ，性状のうち断層ガウジ・断層角礫の有無及びせん断構造・変形構造の有無が一致するもの
 起点の破砕部の走向・傾斜から±20°の範囲内に分布し，かつ，両者の走向・傾斜の差が±20°以内で，かつ，性状のうち断層ガウジ・断層角礫の有無及びせん断構造・変形構造の有無が類似するもの
 起点の破砕部の走向・傾斜から±20°の範囲内に分布し，かつ，両者の走向・傾斜の差が±20°以内で，かつ，性状（断層ガウジ・断層角礫の有無，せん断構造・変形構造の有無，条線方向もしくは変位センス）が類似するもの
 起点の破砕部の走向・傾斜から±20°の範囲内に分布し，かつ，両者の走向・傾斜の差が±20°以内で，かつ，性状のうち断層ガウジ・断層角礫の有無，せん断構造・変形構造の有無が類似し，条線方向もしくは変位センスが類似する可能性があるもの

　第657回審査会合
机上配付資料1 修正後

403

789(分類A)①
　連続性評価に関するデータを拡充するために追加した変位センスを，本表に反映していなかった(H30年11月30日審査会合にて説明済)。

①



変位センス

上端深度 下端深度

(m) (m)

H19-No.18 - - ④ 155.72 155.75 N36E 76W 有 無 - - 非モデル化 参考2-187
① 45.58 45.63 N8W 44 84W 8 有 無 15R LL f-b11-1-1 参考2-159
② 60.36 60.60 N8E 28 84W 8 有 無 62R N,LL D-39 参考2-117
③ 88.93 88.97 N4E 32 81W 5 有 有 60L N,RL D-5 参考2-70
④ 97.87 99.00 N4E 32 72W 4 有 無 70R N,LL 非モデル化 参考2-191
⑤ 143.67 143.77 N8E 28 87E 17 無 - 5L RL 非モデル化 参考2-191
① 71.21 71.24 N12E 24 76W 0 有 無 25L N,RL D-7 参考2-90
② 77.48 78.10 NS 36 79W 3 有 有 20L RL f-b11-2-2 参考2-159
③ 80.50 83.93 N9E 27 80W 4 有 有 - N,RL D-6 参考2-56

 起点の破砕部の走向・傾斜から±20°の範囲内のもの 2018/10/14 11:39 [◆防潮堤-非モ̲破砕帯リスト(総括表)̲BC̲rev6.0.xlsx]30)f-Br-3̲1(H27-Br-3)

 起点の破砕部の走向・傾斜から±20°の範囲内に分布し，かつ，両者の走向・傾斜の差が±20°以内のもの \\TS5410D9DE\share\★★★\重要施設設と破砕帯\再検討̲180720以降\●原⼦炉，防潮堤，冷却⽔路\防潮堤・取⽔路・2号（総括表）180904修正途中\＜20180927̲ 走向傾斜・性状を修正＞\[◆防潮堤-非モ̲破砕帯リスト(総括表) B̲C̲ rev6.0.xl sx]30)f-Br-3 1̲(H27-Br-3)

 起点の破砕部の走向・傾斜から±20°の範囲内に分布し，かつ，両者の走向・傾斜の差が±20°以内の可能性があるもの
 起点の破砕部の走向・傾斜から±20°の範囲内に分布し，かつ，両者の走向・傾斜の差が±20°以内で，かつ，性状のうち断層ガウジ・断層角礫の有無及びせん断構造・変形構造の有無が一致するもの
 起点の破砕部の走向・傾斜から±20°の範囲内に分布し，かつ，両者の走向・傾斜の差が±20°以内で，かつ，性状のうち断層ガウジ・断層角礫の有無及びせん断構造・変形構造の有無が類似するもの
 起点の破砕部の走向・傾斜から±20°の範囲内に分布し，かつ，両者の走向・傾斜の差が±20°以内で，かつ，性状（断層ガウジ・断層角礫の有無，せん断構造・変形構造の有無，条線方向もしくは変位センス）が類似するもの
 起点の破砕部の走向・傾斜から±20°の範囲内に分布し，かつ，両者の走向・傾斜の差が±20°以内で，かつ，性状のうち断層ガウジ・断層角礫の有無，せん断構造・変形構造の有無が類似し，条線方向もしくは変位センスが類似する可能性があるもの

連続性検討結果に関する備考
比較対象と
の走向の差

(°)
傾斜

比較対象と
の傾斜の差

(°)

断層ガウジ・
断層角礫
の有無

明瞭な
せん断構造・

変形構造
の有無

条線方向
N 正断層

RL 右横ずれ
R 逆断層

LL 左横ずれ

連続性
検討結果

破砕帯名 性状一覧表

性状

-

H24-B11-1
範囲内

範囲外
H24-B11-2

走向起点
対比する

ボーリング孔
連続性検討

範囲
断面図上
の番号

破砕帯範囲

連続性評価の具体的プロセス(防潮堤等，起点破砕部：H19-No.18，④)

参考1-717

第657回審査会合
机上配付資料1 修正前

404



変位センス

上端深度 下端深度

(m) (m)

H19-No.18 - - ④ 155.72 155.75 N36E 76W 有 無 - - 非モデル化 参考2-187
① 45.58 45.63 N8W 44 84W 8 有 無 15R LL f-b11-1-1 参考2-159
② 60.36 60.60 N8E 28 84W 8 有 無 62R N,LL D-39 参考2-117
③ 88.93 88.97 N4E 32 81W 5 有 有 60L N,RL D-5 参考2-70
④ 97.87 99.00 N4E 32 72W 4 有 無 70R N 非モデル化 参考2-191
⑤ 143.67 143.77 N8E 28 87E 17 無 - 5L RL 非モデル化 参考2-191
① 71.21 71.24 N12E 24 76W 0 有 無 25L N,RL D-7 参考2-90
② 77.48 78.10 NS 36 79W 3 有 有 20L RL f-b11-2-2 参考2-159
③ 80.50 83.93 N9E 27 80W 4 有 有 - N,RL D-6 参考2-56

破砕帯名 性状一覧表

性状

-

H24-B11-1
範囲内

範囲外
H24-B11-2

走向起点
対比する

ボーリング孔
連続性検討

範囲
断面図上
の番号

破砕帯範囲

連続性検討結果に関する備考
比較対象と
の走向の差

(°)
傾斜

比較対象と
の傾斜の差

(°)

断層ガウジ・
断層角礫
の有無

明瞭な
せん断構造・

変形構造
の有無

条線方向
N 正断層

RL 右横ずれ
R 逆断層

LL 左横ずれ

連続性
検討結果

 起点の破砕部の走向・傾斜から±20°の範囲内のもの 2018/10/14 11:39 [◆防潮堤-非モ̲破砕帯リスト(総括表)̲BC̲rev6.0.xlsx]30)f-Br-3̲1(H27-Br-3)

 起点の破砕部の走向・傾斜から±20°の範囲内に分布し，かつ，両者の走向・傾斜の差が±20°以内のもの \\TS5410D9DE\share\★★★\重要施設設と破砕帯\再検討̲180720以降\●原⼦炉，防潮堤，冷却⽔路\防潮堤・取⽔路・2号（総括表）180904修正途中\＜20180927̲ 走向傾斜・性状を修正＞\[◆防潮堤-非モ̲破砕帯リスト(総括表) B̲C̲ rev6.0.xl sx]30)f-Br-3 1̲(H27-Br-3)

 起点の破砕部の走向・傾斜から±20°の範囲内に分布し，かつ，両者の走向・傾斜の差が±20°以内の可能性があるもの
 起点の破砕部の走向・傾斜から±20°の範囲内に分布し，かつ，両者の走向・傾斜の差が±20°以内で，かつ，性状のうち断層ガウジ・断層角礫の有無及びせん断構造・変形構造の有無が一致するもの
 起点の破砕部の走向・傾斜から±20°の範囲内に分布し，かつ，両者の走向・傾斜の差が±20°以内で，かつ，性状のうち断層ガウジ・断層角礫の有無及びせん断構造・変形構造の有無が類似するもの
 起点の破砕部の走向・傾斜から±20°の範囲内に分布し，かつ，両者の走向・傾斜の差が±20°以内で，かつ，性状（断層ガウジ・断層角礫の有無，せん断構造・変形構造の有無，条線方向もしくは変位センス）が類似するもの
 起点の破砕部の走向・傾斜から±20°の範囲内に分布し，かつ，両者の走向・傾斜の差が±20°以内で，かつ，性状のうち断層ガウジ・断層角礫の有無，せん断構造・変形構造の有無が類似し，条線方向もしくは変位センスが類似する可能性があるもの

連続性評価の具体的プロセス(防潮堤等，起点破砕部：H19-No.18，④)
第６５７回審査会合

机上配付資料１ 修正

参考5-717参考1-717

　第657回審査会合
机上配付資料1 修正後
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790(分類D)①
  変位センスについて転記元の性状一覧表から転記したが，転記元の記載が誤っていたため，正しい記載に修正したもの。

①



変位センス

上端深度 下端深度

(m) (m)

H19-No.18 - - ⑥ 169.62 169.63 N20E 89W 有 無 - - 非モデル化 参考2-187
① 45.58 45.63 N8W 28 84W 5 有 無 15R LL f-b11-1-1 参考2-159

② 60.36 60.60 N8E 12 84W 5 有 無 62R N,LL × D-39 参考2-117
③ 88.93 88.97 N4E 16 81W 8 有 有 60L N,RL D-5 参考2-70
④ 97.87 99.00 N4E 16 72W 17 有 無 70R N,LL 非モデル化 参考2-191
⑤ 143.67 143.77 N8E 12 87E 4 無 - 5L RL 非モデル化 参考2-191
① 71.21 71.24 N12E 8 76W 13 有 無 25L N,RL D-7 参考2-90
② 77.48 78.10 NS 20 79W 10 有 有 20L RL f-b11-2-2 参考2-159
③ 80.50 83.93 N9E 11 80W 9 有 有 - N,RL D-6 参考2-56

 起点の破砕部の走向・傾斜から±20°の範囲内のもの 2018/10/14 11:39 [◆防潮堤-非モ̲破砕帯リスト(総括表)̲BC̲rev6.0.xlsx]30)f-Br-3̲1(H27-Br-3)

 起点の破砕部の走向・傾斜から±20°の範囲内に分布し，かつ，両者の走向・傾斜の差が±20°以内のもの \\TS5410D9DE\share\★★★\重要施設設と破砕帯\再検討̲180720以降\●原⼦炉，防潮堤，冷却⽔路\防潮堤・取⽔路・2号（総括表）180904修正途中\＜20180927̲ 走向傾斜・性状を修正＞\[◆防潮堤-非モ̲破砕帯リスト(総括表) B̲C̲ rev6.0.xl sx]30)f-Br-3 1̲(H27-Br-3)

 起点の破砕部の走向・傾斜から±20°の範囲内に分布し，かつ，両者の走向・傾斜の差が±20°以内の可能性があるもの
 起点の破砕部の走向・傾斜から±20°の範囲内に分布し，かつ，両者の走向・傾斜の差が±20°以内で，かつ，性状のうち断層ガウジ・断層角礫の有無及びせん断構造・変形構造の有無が一致するもの
 起点の破砕部の走向・傾斜から±20°の範囲内に分布し，かつ，両者の走向・傾斜の差が±20°以内で，かつ，性状のうち断層ガウジ・断層角礫の有無及びせん断構造・変形構造の有無が類似するもの
 起点の破砕部の走向・傾斜から±20°の範囲内に分布し，かつ，両者の走向・傾斜の差が±20°以内で，かつ，性状（断層ガウジ・断層角礫の有無，せん断構造・変形構造の有無，条線方向もしくは変位センス）が類似するもの
 起点の破砕部の走向・傾斜から±20°の範囲内に分布し，かつ，両者の走向・傾斜の差が±20°以内で，かつ，性状のうち断層ガウジ・断層角礫の有無，せん断構造・変形構造の有無が類似し，条線方向もしくは変位センスが類似する可能性があるもの

連続性検討結果に関する備考
比較対象と
の走向の差

(°)
傾斜

比較対象と
の傾斜の差

(°)

断層ガウジ・
断層角礫
の有無

明瞭な
せん断構造・

変形構造
の有無

条線方向
N 正断層

RL 右横ずれ
R 逆断層

LL 左横ずれ

連続性
検討結果

破砕帯名 性状一覧表

性状

H24-B11-1

範囲内

H24-B11-2

走向起点
対比する

ボーリング孔
連続性検討

範囲
断面図上
の番号

破砕帯範囲

範囲外
-

連続性評価の具体的プロセス(防潮堤等，起点破砕部：H19-No.18，⑥)

参考1-721

第657回審査会合
机上配付資料1 修正前

406



変位センス

上端深度 下端深度

(m) (m)

H19-No.18 - - ⑥ 169.62 169.63 N20E 89W 有 無 - - 非モデル化 参考2-187
① 45.58 45.63 N8W 28 84W 5 有 無 15R LL f-b11-1-1 参考2-159

② 60.36 60.60 N8E 12 84W 5 有 無 62R N,LL × D-39 参考2-117
③ 88.93 88.97 N4E 16 81W 8 有 有 60L N,RL D-5 参考2-70
④ 97.87 99.00 N4E 16 72W 17 有 無 70R N 非モデル化 参考2-191
⑤ 143.67 143.77 N8E 12 87E 4 無 - 5L RL 非モデル化 参考2-191
① 71.21 71.24 N12E 8 76W 13 有 無 25L N,RL D-7 参考2-90
② 77.48 78.10 NS 20 79W 10 有 有 20L RL f-b11-2-2 参考2-159
③ 80.50 83.93 N9E 11 80W 9 有 有 - N,RL D-6 参考2-56

H24-B11-2

走向起点
対比する

ボーリング孔
連続性検討

範囲
断面図上
の番号

破砕帯範囲

範囲外
-

破砕帯名 性状一覧表

性状

H24-B11-1

範囲内

連続性検討結果に関する備考
比較対象と
の走向の差

(°)
傾斜

比較対象と
の傾斜の差

(°)

断層ガウジ・
断層角礫
の有無

明瞭な
せん断構造・

変形構造
の有無

条線方向
N 正断層

RL 右横ずれ
R 逆断層

LL 左横ずれ

連続性
検討結果

 起点の破砕部の走向・傾斜から±20°の範囲内のもの 2018/10/14 11:39 [◆防潮堤-非モ̲破砕帯リスト(総括表)̲BC̲rev6.0.xlsx]30)f-Br-3̲1(H27-Br-3)

 起点の破砕部の走向・傾斜から±20°の範囲内に分布し，かつ，両者の走向・傾斜の差が±20°以内のもの \\TS5410D9DE\share\★★★\重要施設設と破砕帯\再検討̲180720以降\●原⼦炉，防潮堤，冷却⽔路\防潮堤・取⽔路・2号（総括表）180904修正途中\＜20180927̲ 走向傾斜・性状を修正＞\[◆防潮堤-非モ̲破砕帯リスト(総括表) B̲C̲ rev6.0.xl sx]30)f-Br-3 1̲(H27-Br-3)

 起点の破砕部の走向・傾斜から±20°の範囲内に分布し，かつ，両者の走向・傾斜の差が±20°以内の可能性があるもの
 起点の破砕部の走向・傾斜から±20°の範囲内に分布し，かつ，両者の走向・傾斜の差が±20°以内で，かつ，性状のうち断層ガウジ・断層角礫の有無及びせん断構造・変形構造の有無が一致するもの
 起点の破砕部の走向・傾斜から±20°の範囲内に分布し，かつ，両者の走向・傾斜の差が±20°以内で，かつ，性状のうち断層ガウジ・断層角礫の有無及びせん断構造・変形構造の有無が類似するもの
 起点の破砕部の走向・傾斜から±20°の範囲内に分布し，かつ，両者の走向・傾斜の差が±20°以内で，かつ，性状（断層ガウジ・断層角礫の有無，せん断構造・変形構造の有無，条線方向もしくは変位センス）が類似するもの
 起点の破砕部の走向・傾斜から±20°の範囲内に分布し，かつ，両者の走向・傾斜の差が±20°以内で，かつ，性状のうち断層ガウジ・断層角礫の有無，せん断構造・変形構造の有無が類似し，条線方向もしくは変位センスが類似する可能性があるもの

連続性評価の具体的プロセス(防潮堤等，起点破砕部：H19-No.18，⑥)
第６５７回審査会合

机上配付資料１ 修正

参考5-721参考1-721

　第657回審査会合
机上配付資料1 修正後
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791(分類D)①
  変位センスについて転記元の性状一覧表から転記したが，転記元の記載が誤っていたため，正しい記載に修正したもの。

①



変位センス

上端深度 下端深度

(m) (m)

H19-No.6 - - ① 73.43 73.45 N6E 82W 有 無 75R - D-38 参考2-116
① 45.58 45.63 N8W 14 84W 2 有 無 15R LL f-b11-1-1 参考2-159
② 60.36 60.60 N8E 2 84W 2 有 無 62R N,LL D-39 参考2-117
③ 88.93 88.97 N4E 2 81W 1 有 有 60L N,RL D-5 参考2-70
④ 97.87 99.00 N4E 2 72W 10 有 無 70R N,LL 非モデル化 参考2-191
⑤ 143.67 143.77 N8E 2 87E 11 無 - 5L RL 非モデル化 参考2-191
① 71.21 71.24 N12E 6 76W 6 無 - 25L N,RL D-7 参考2-90
② 77.48 78.10 NS 6 79W 3 有 有 20L RL f-b11-2-2 参考2-159
③ 80.50 83.93 N9E 3 80W 2 有 有 - N,RL D-6 参考2-56

 起点の破砕部の走向・傾斜から±20°の範囲内のもの 2018/10/14 13:25 [◆防潮堤-3条̲破砕帯リスト(総括表)̲BC̲rev6.0.xlsx]26)D-7(H24-B11-2)-S

 起点の破砕部の走向・傾斜から±20°の範囲内に分布し，かつ，両者の走向・傾斜の差が±20°以内のもの \\TS5410D9DE\share\★★★\重要施設設と破砕帯\再検討 1̲80720以降\●原⼦炉，防潮堤，冷却⽔路\防潮堤・取⽔路・2号（総括表）180904修正途中\＜20180927̲走向傾斜・性状を修正＞\[ ◆防潮堤-3条̲破砕帯リスト(総括表) B̲C r̲ev6.0. xl sx]26) D-7(H24-B11-2) -S

 起点の破砕部の走向・傾斜から±20°の範囲内に分布し，かつ，両者の走向・傾斜の差が±20°以内の可能性があるもの
 起点の破砕部の走向・傾斜から±20°の範囲内に分布し，かつ，両者の走向・傾斜の差が±20°以内で，かつ，性状のうち断層ガウジ・断層角礫の有無及びせん断構造・変形構造の有無が一致するもの
 起点の破砕部の走向・傾斜から±20°の範囲内に分布し，かつ，両者の走向・傾斜の差が±20°以内で，かつ，性状のうち断層ガウジ・断層角礫の有無及びせん断構造・変形構造の有無が類似するもの
 起点の破砕部の走向・傾斜から±20°の範囲内に分布し，かつ，両者の走向・傾斜の差が±20°以内で，かつ，性状（断層ガウジ・断層角礫の有無，せん断構造・変形構造の有無，条線方向もしくは変位センス）が類似するもの
 起点の破砕部の走向・傾斜から±20°の範囲内に分布し，かつ，両者の走向・傾斜の差が±20°以内で，かつ，性状のうち断層ガウジ・断層角礫の有無，せん断構造・変形構造の有無が類似し，条線方向もしくは変位センスが類似する可能性があるもの

起点

-

連続性検討範
囲

範囲外

比較対象との
走向の差

(°)

対比する
ボーリング孔

H24-B11-1

H24-B11-2

断面図上
の番号

走向

破砕帯範囲

条線方向

比較対象との
傾斜の差

(°)

断層ガウジ・
断層角礫
の有無

破砕帯名N 正断層
RL 右横ずれ

R 逆断層
LL 左横ずれ

傾斜
連続性

検討結果

明瞭な
せん断構造・

変形構造
の有無

性状

連続性検討結果に関する備考性状一覧表

連続性評価の具体的プロセス(防潮堤等，起点破砕部：H19-No.6，①)〔A-A’断面〕

参考1-725

第657回審査会合
机上配付資料1 修正前
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変位センス

上端深度 下端深度

(m) (m)

H19-No.6 - - ① 73.43 73.45 N6E 82W 有 無 75R N D-38 参考2-116
① 45.58 45.63 N8W 14 84W 2 有 無 15R LL f-b11-1-1 参考2-159
② 60.36 60.60 N8E 2 84W 2 有 無 62R N,LL D-39 参考2-117
③ 88.93 88.97 N4E 2 81W 1 有 有 60L N,RL D-5 参考2-70
④ 97.87 99.00 N4E 2 72W 10 有 無 70R N 非モデル化 参考2-191
⑤ 143.67 143.77 N8E 2 87E 11 無 - 5L RL 非モデル化 参考2-191
① 71.21 71.24 N12E 6 76W 6 有 無 25L N,RL D-7 参考2-90
② 77.48 78.10 NS 6 79W 3 有 有 20L RL f-b11-2-2 参考2-159
③ 80.50 83.93 N9E 3 80W 2 有 有 - N,RL D-6 参考2-56

起点

-

連続性検討範
囲

範囲外

比較対象との
走向の差

(°)

対比する
ボーリング孔

H24-B11-1

H24-B11-2

断面図上
の番号

走向

破砕帯範囲

条線方向

比較対象との
傾斜の差

(°)

断層ガウジ・
断層角礫
の有無

破砕帯名N 正断層
RL 右横ずれ

R 逆断層
LL 左横ずれ

傾斜
連続性

検討結果

明瞭な
せん断構造・

変形構造
の有無

性状

連続性検討結果に関する備考性状一覧表

連続性評価の具体的プロセス(防潮堤等，起点破砕部：H19-No.6，①)〔A-A’断面〕

 起点の破砕部の走向・傾斜から±20°の範囲内のもの 2019/3/12 9:18 #N/A
 起点の破砕部の走向・傾斜から±20°の範囲内に分布し，かつ，両者の走向・傾斜の差が±20°以内のもの #N/A
 起点の破砕部の走向・傾斜から±20°の範囲内に分布し，かつ，両者の走向・傾斜の差が±20°以内の可能性があるもの
 起点の破砕部の走向・傾斜から±20°の範囲内に分布し，かつ，両者の走向・傾斜の差が±20°以内で，かつ，性状のうち断層ガウジ・断層角礫の有無及びせん断構造・変形構造の有無が一致するもの
 起点の破砕部の走向・傾斜から±20°の範囲内に分布し，かつ，両者の走向・傾斜の差が±20°以内で，かつ，性状のうち断層ガウジ・断層角礫の有無及びせん断構造・変形構造の有無が類似するもの
 起点の破砕部の走向・傾斜から±20°の範囲内に分布し，かつ，両者の走向・傾斜の差が±20°以内で，かつ，性状（断層ガウジ・断層角礫の有無，せん断構造・変形構造の有無，条線方向もしくは変位センス）が類似するもの
 起点の破砕部の走向・傾斜から±20°の範囲内に分布し，かつ，両者の走向・傾斜の差が±20°以内で，かつ，性状のうち断層ガウジ・断層角礫の有無，せん断構造・変形構造の有無が類似し，条線方向もしくは変位センスが類似する可能性があるもの

第６５７回審査会合
机上配付資料１ 修正

参考5-725参考1-725

　第657回審査会合
机上配付資料1 修正後
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792(分類A)①
　連続性評価に関するデータを拡充するために追加した変位センスを，本表に反映していなかった(H30年11月30日審査会合にて説明済)。

793(分類D)②
  変位センスについて転記元の性状一覧表から転記したが，転記元の記載が誤っていたため，正しい記載に修正したもの。

794(分類A)③
　H30年11月30日審査会合にて説明した当該破砕部の断層ガウジの有無について，保守的に修正した結果を本表に反映していなかった。

795(分類A)④
  H30年11月30日審査会合にて説明した起点破砕部の断層ガウジの有無について，保守的に修正した結果を本表に反映したことによって，
  明瞭なせん断構造・変形構造の有無についても判断を加えたもの。

①

④③

②



変位センス

上端深度 下端深度

(m) (m)

H19-No.4 - - ⑬ 175.27 175.28 N29W 78W 有 無 22R - f-4-9 参考2-127
① 45.58 45.63 N8W 21 84W 6 有 無 15R LL f-b11-1-1 参考2-159
② 60.36 60.60 N8E 37 84W 6 有 無 62R N,LL D-39 参考2-117
③ 88.93 88.97 N4E 33 81W 3 有 有 60L N,RL D-5 参考2-70
④ 97.87 99.00 N4E 33 72W 6 有 無 70R N,LL 非モデル化 参考2-191
⑤ 143.67 143.77 N8E 37 87E 15 無 - 5L RL 非モデル化 参考2-191
① 71.21 71.24 N12E 41 76W 2 有 無 25L N,RL D-7 参考2-90
② 77.48 78.10 NS 29 79W 1 有 有 20L RL f-b11-2-2 参考2-159
③ 80.50 83.93 N9E 38 80W 2 有 有 - N,RL D-6 参考2-56

 起点の破砕部の走向・傾斜から±20°の範囲内のもの 2018/10/13 23:03 [◆防潮堤-4条̲破砕帯リスト(総括表)̲BC̲rev6.0.xlsx]4)D-4(H19-No.12)

 起点の破砕部の走向・傾斜から±20°の範囲内に分布し，かつ，両者の走向・傾斜の差が±20°以内のもの \\160. 189.29.45\shar e\★★★\重要施設設と破砕帯\再検討 1̲80720以降\●原⼦炉，防潮堤，冷却⽔路\防潮堤・取⽔路・2号（総括表）180904修正途中\＜20180927̲ 走向傾斜・性状を修正＞\[◆防潮堤- 4条̲破砕帯リスト(総括表) B̲C r̲ ev6.0. xl sx] 4)D-4(H19-No. 12)

 起点の破砕部の走向・傾斜から±20°の範囲内に分布し，かつ，両者の走向・傾斜の差が±20°以内の可能性があるもの
 起点の破砕部の走向・傾斜から±20°の範囲内に分布し，かつ，両者の走向・傾斜の差が±20°以内で，かつ，性状のうち断層ガウジ・断層角礫の有無及びせん断構造・変形構造の有無が一致するもの
 起点の破砕部の走向・傾斜から±20°の範囲内に分布し，かつ，両者の走向・傾斜の差が±20°以内で，かつ，性状のうち断層ガウジ・断層角礫の有無及びせん断構造・変形構造の有無が類似するもの
 起点の破砕部の走向・傾斜から±20°の範囲内に分布し，かつ，両者の走向・傾斜の差が±20°以内で，かつ，性状（断層ガウジ・断層角礫の有無，せん断構造・変形構造の有無，条線方向もしくは変位センス）が類似するもの
 起点の破砕部の走向・傾斜から±20°の範囲内に分布し，かつ，両者の走向・傾斜の差が±20°以内で，かつ，性状のうち断層ガウジ・断層角礫の有無，せん断構造・変形構造の有無が類似し，条線方向もしくは変位センスが類似する可能性があるもの

対比する
ボーリング孔

連続性検討範
囲

連続性検討結果に関する備考

性状

連続性
検討結果

破砕帯名 性状一覧表

-

H24-B11-1

範囲外

範囲内

H24-B11-2

起点
断面図上
の番号

破砕帯範囲

断層ガウジ・
断層角礫
の有無

明瞭な
せん断構造・

変形構造
の有無

条線方向

比較対象との
傾斜の差

(°)
走向

比較対象との
走向の差

(°)
傾斜 N 正断層

RL 右横ずれ
R 逆断層

LL 左横ずれ

連続性評価の具体的プロセス(防潮堤等，起点破砕部：H19-No.4，⑬)〔A-A’断面〕

参考1-733

第657回審査会合
机上配付資料1 修正前
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変位センス

上端深度 下端深度

(m) (m)

H19-No.4 - - ⑬ 175.27 175.28 N29W 78W 有 無 22R - f-4-9 参考2-127
① 45.58 45.63 N8W 21 84W 6 有 無 15R LL f-b11-1-1 参考2-159
② 60.36 60.60 N8E 37 84W 6 有 無 62R N,LL D-39 参考2-117
③ 88.93 88.97 N4E 33 81W 3 有 有 60L N,RL D-5 参考2-70
④ 97.87 99.00 N4E 33 72W 6 有 無 70R N 非モデル化 参考2-191
⑤ 143.67 143.77 N8E 37 87E 15 無 - 5L RL 非モデル化 参考2-191
① 71.21 71.24 N12E 41 76W 2 有 無 25L N,RL D-7 参考2-90
② 77.48 78.10 NS 29 79W 1 有 有 20L RL f-b11-2-2 参考2-159
③ 80.50 83.93 N9E 38 80W 2 有 有 - N,RL D-6 参考2-56

N 正断層
RL 右横ずれ

R 逆断層
LL 左横ずれ

断面図上
の番号

破砕帯範囲

断層ガウジ・
断層角礫
の有無

明瞭な
せん断構造・

変形構造
の有無

条線方向

比較対象との
傾斜の差

(°)
走向

比較対象との
走向の差

(°)
傾斜起点

-

H24-B11-1

範囲外

範囲内

H24-B11-2

対比する
ボーリング孔

連続性検討範
囲

連続性検討結果に関する備考

性状

連続性
検討結果

破砕帯名 性状一覧表

 起点の破砕部の走向・傾斜から±20°の範囲内のもの 2018/10/13 23:03 [◆防潮堤-4条̲破砕帯リスト(総括表)̲BC̲rev6.0.xlsx]4)D-4(H19-No.12)

 起点の破砕部の走向・傾斜から±20°の範囲内に分布し，かつ，両者の走向・傾斜の差が±20°以内のもの \\160. 189.29.45\shar e\★★★\重要施設設と破砕帯\再検討 1̲80720以降\●原⼦炉，防潮堤，冷却⽔路\防潮堤・取⽔路・2号（総括表）180904修正途中\＜20180927̲ 走向傾斜・性状を修正＞\[◆防潮堤- 4条̲破砕帯リスト(総括表) B̲C r̲ ev6.0. xl sx] 4)D-4(H19-No. 12)

 起点の破砕部の走向・傾斜から±20°の範囲内に分布し，かつ，両者の走向・傾斜の差が±20°以内の可能性があるもの
 起点の破砕部の走向・傾斜から±20°の範囲内に分布し，かつ，両者の走向・傾斜の差が±20°以内で，かつ，性状のうち断層ガウジ・断層角礫の有無及びせん断構造・変形構造の有無が一致するもの
 起点の破砕部の走向・傾斜から±20°の範囲内に分布し，かつ，両者の走向・傾斜の差が±20°以内で，かつ，性状のうち断層ガウジ・断層角礫の有無及びせん断構造・変形構造の有無が類似するもの
 起点の破砕部の走向・傾斜から±20°の範囲内に分布し，かつ，両者の走向・傾斜の差が±20°以内で，かつ，性状（断層ガウジ・断層角礫の有無，せん断構造・変形構造の有無，条線方向もしくは変位センス）が類似するもの
 起点の破砕部の走向・傾斜から±20°の範囲内に分布し，かつ，両者の走向・傾斜の差が±20°以内で，かつ，性状のうち断層ガウジ・断層角礫の有無，せん断構造・変形構造の有無が類似し，条線方向もしくは変位センスが類似する可能性があるもの

連続性評価の具体的プロセス(防潮堤等，起点破砕部：H19-No.4，⑬)〔A-A’断面〕 第６５７回審査会合
机上配付資料１ 修正

参考5-733参考1-733

　第657回審査会合
机上配付資料1 修正後
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①

796(分類D)①
  変位センスについて転記元の性状一覧表から転記したが，転記元の記載が誤っていたため，正しい記載に修正したもの。



破砕部着色凡例

 起点の破砕部の走向・傾斜から±20°の範囲内のもの
 起点の破砕部の走向・傾斜から±20°の範囲内に分布し，かつ，両者の走向・傾斜の差が±20°以内のもの
 起点の破砕部の走向・傾斜から±20°の範囲内に分布し，かつ，両者の走向・傾斜の差が±20°以内の可能性があるもの
 起点の破砕部の走向・傾斜から±20°の範囲内に分布し，かつ，両者の走向・傾斜の差が±20°以内で，かつ，性状のうち断層ガウジ・断層角礫の有無及びせん断構造・変形構造の有無が一致するもの
 起点の破砕部の走向・傾斜から±20°の範囲内に分布し，かつ，両者の走向・傾斜の差が±20°以内で，かつ，性状のうち断層ガウジ・断層角礫の有無及びせん断構造・変形構造の有無が類似するもの
 起点の破砕部の走向・傾斜から±20°の範囲内に分布し，かつ，両者の走向・傾斜の差が±20°以内で，かつ，性状（断層ガウジ・断層角礫の有無，せん断構造・変形構造の有無，条線方向もしくは変位センス）が類似するもの
 起点の破砕部の走向・傾斜から±20°の範囲内に分布し，かつ，両者の走向・傾斜の差が±20°以内で，かつ，性状のうち断層ガウジ・断層角礫の有無，せん断構造・変形構造の有無が類似し，条線方向もしくは変位センスが類似する可能性があるもの

凡 例

破砕部

ボーリング

H○○-
No△△

連続性
検討範囲

凡 例

現地形面

連続性検討範囲

①

②

③

④

⑤

⑥
⑦

⑥

①

②

③

④

⑤

H19-No.18

H19-No.19
(投影15.8m)

起点破砕部
H19-No.4，⑬から
±20°の範囲

基盤上面

B B’
T.P.(m)T.P.(m)

NESW

連続性評価の具体的プロセス(防潮堤等，起点破砕部：H19-No.4，⑬)〔B-B’断面〕

参考1-736

第657回審査会合
机上配付資料1 修正前
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連続性評価の具体的プロセス(防潮堤等，起点破砕部：H19-No.4，⑬)〔B-B’断面〕

凡 例

破砕部

ボーリング

H○○-
No△△

連続性
検討範囲

凡 例

現地形面

連続性検討範囲

①

②

③

④

⑤

⑥
⑦

⑥

①

②

③

④

⑤

H19-No.18

H19-No.19
(投影15.8m)

起点破砕部
H19-No.4，⑬から
±20°の範囲

基盤上面

B B’
T.P.(m)T.P.(m)

NESW

破砕部着色凡例

 起点の破砕部の走向・傾斜から±20°の範囲内のもの
 起点の破砕部の走向・傾斜から±20°の範囲内に分布し，かつ，両者の走向・傾斜の差が±20°以内のもの
 起点の破砕部の走向・傾斜から±20°の範囲内に分布し，かつ，両者の走向・傾斜の差が±20°以内の可能性があるもの
 起点の破砕部の走向・傾斜から±20°の範囲内に分布し，かつ，両者の走向・傾斜の差が±20°以内で，かつ，性状のうち断層ガウジ・断層角礫の有無及びせん断構造・変形構造の有無が一致するもの
 起点の破砕部の走向・傾斜から±20°の範囲内に分布し，かつ，両者の走向・傾斜の差が±20°以内で，かつ，性状のうち断層ガウジ・断層角礫の有無及びせん断構造・変形構造の有無が類似するもの
 起点の破砕部の走向・傾斜から±20°の範囲内に分布し，かつ，両者の走向・傾斜の差が±20°以内で，かつ，性状（断層ガウジ・断層角礫の有無，せん断構造・変形構造の有無，条線方向もしくは変位センス）が類似するもの
 起点の破砕部の走向・傾斜から±20°の範囲内に分布し，かつ，両者の走向・傾斜の差が±20°以内で，かつ，性状のうち断層ガウジ・断層角礫の有無，せん断構造・変形構造の有無が類似し，条線方向もしくは変位センスが類似する可能性があるもの
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797(分類B)①
　連続性検討範囲の作図位置を誤ったもの。

798(分類D)②
　断面図の連続性検討範囲の誤りを修正したことにより，
　表の該当箇所の着色が変わったことに伴い断面図の当
　該破砕部の着色が変わったもの。

②

①



変位センス

上端深度 下端深度

(m) (m)

H19-No.4 - - ⑬ 175.27 175.28 N29W 78W 有 無 22R - f-4-9 参考2-127

① 92.14 92.18 N31E 60 84W 6 有 無 10L - f-18-1 参考2-132

② 122.16 122.35 N6E 35 87W 9 有 無 73L - f-18-2 参考2-132

③ 148.30 148.76 - - - - 有 無 - - D-39 参考2-117

④ 155.72 155.75 N36E 65 76W 2 有 無 - - 非モデル化 参考2-187

⑤ 164.15 164.25 N9E 38 78W 0 無 - - - 非モデル化 参考2-187

⑥ 169.62 169.63 N20E 49 89W 11 有 無 - - 非モデル化 参考2-187

① 14.73 14.86 N42W 13 63E 39 有 有
22L

(不明瞭)
- f-19-1 参考2-133

② 17.49 19.70 N36W 7 65E 37 有 有
69L

(不明瞭)
N D-26 参考2-105

③ 22.44 22.46 N34W 5 72E 30 有 無 - - 非モデル化 参考2-187

④ 23.70 35.14 N41W 12 87NE 15 有 有 - R,LL 浦底断層 参考2-14

⑤ 55.49 55.56 N20W 9 82W 4 有 有 4L - f-19-5 参考2-133

⑥ 147.93 148.12 N13E 42 68E 34 有 有 - - f-19-6 参考2-133

⑦ 168.28 168.32 - - - - 有 無 - - 非モデル化 参考2-187

 起点の破砕部の走向・傾斜から±20°の範囲内のもの 2018/10/13 23:03 [◆防潮堤-4条̲破砕帯リスト(総括表)̲BC̲rev6.0.xlsx]4)D-4(H19-No.12)

 起点の破砕部の走向・傾斜から±20°の範囲内に分布し，かつ，両者の走向・傾斜の差が±20°以内のもの \\160. 189.29.45\shar e\★★★\重要施設設と破砕帯\再検討 1̲80720以降\●原⼦炉，防潮堤，冷却⽔路\防潮堤・取⽔路・2号（総括表）180904修正途中\＜20180927̲ 走向傾斜・性状を修正＞\[◆防潮堤- 4条̲破砕帯リスト(総括表) B̲C r̲ ev6.0. xl sx] 4)D-4(H19-No. 12)

 起点の破砕部の走向・傾斜から±20°の範囲内に分布し，かつ，両者の走向・傾斜の差が±20°以内の可能性があるもの
 起点の破砕部の走向・傾斜から±20°の範囲内に分布し，かつ，両者の走向・傾斜の差が±20°以内で，かつ，性状のうち断層ガウジ・断層角礫の有無及びせん断構造・変形構造の有無が一致するもの
 起点の破砕部の走向・傾斜から±20°の範囲内に分布し，かつ，両者の走向・傾斜の差が±20°以内で，かつ，性状のうち断層ガウジ・断層角礫の有無及びせん断構造・変形構造の有無が類似するもの
 起点の破砕部の走向・傾斜から±20°の範囲内に分布し，かつ，両者の走向・傾斜の差が±20°以内で，かつ，性状（断層ガウジ・断層角礫の有無，せん断構造・変形構造の有無，条線方向もしくは変位センス）が類似するもの
 起点の破砕部の走向・傾斜から±20°の範囲内に分布し，かつ，両者の走向・傾斜の差が±20°以内で，かつ，性状のうち断層ガウジ・断層角礫の有無，せん断構造・変形構造の有無が類似し，条線方向もしくは変位センスが類似する可能性があるもの

断面図上
の番号

破砕帯範囲

連続性検討範
囲

断層ガウジ・
断層角礫
の有無

破砕帯名 性状一覧表

-

H19-No.18

H19-No.19

範囲外

連続性
検討結果

走向
比較対象との

走向の差
(°)

傾斜起点
対比する

ボーリング孔
連続性検討結果に関する備考

比較対象との
傾斜の差

(°)

性状

明瞭な
せん断構造・

変形構造
の有無

条線方向
N 正断層

RL 右横ずれ
R 逆断層

LL 左横ずれ

連続性評価の具体的プロセス(防潮堤等，起点破砕部：H19-No.4，⑬)〔B-B’断面〕
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連続性評価の具体的プロセス(防潮堤等，起点破砕部：H19-No.4，⑬)〔B-B’断面〕

変位センス

上端深度 下端深度

(m) (m)

H19-No.4 - - ⑬ 175.27 175.28 N29W 78W 有 無 22R - f-4-9 参考2-127

範囲内 ① 92.14 92.18 N31E 60 84W 6 有 無 10L - f-18-1 参考2-132

② 122.16 122.35 N6E 35 87W 9 有 無 73L - f-18-2 参考2-132

③ 148.30 148.76 - - - - 有 無 - - D-39 参考2-117

④ 155.72 155.75 N36E 65 76W 2 有 無 - - 非モデル化 参考2-187

⑤ 164.15 164.25 N9E 38 78W 0 無 - - - 非モデル化 参考2-187

⑥ 169.62 169.63 N20E 49 89W 11 有 無 - - 非モデル化 参考2-187

① 14.73 14.86 N42W 13 63E 39 有 有
22L

(不明瞭)
- f-19-1 参考2-133

② 17.49 19.70 N36W 7 65E 37 有 有
69L

(不明瞭)
N D-26 参考2-105

③ 22.44 22.46 N34W 5 72E 30 有 無 - - 非モデル化 参考2-187

④ 23.70 35.14 N41W 12 87NE 15 有 有 - R,LL 浦底断層 参考2-14

⑤ 55.49 55.56 N20W 9 82W 4 有 有 4L - f-19-5 参考2-133

⑥ 147.93 148.12 N13E 42 68E 34 有 有 - - f-19-6 参考2-133

⑦ 168.28 168.32 - - - - 有 無 - - 非モデル化 参考2-187

 起点の破砕部の走向・傾斜から±20°の範囲内のもの 2019/3/15 22:16 [◆防潮堤-4条̲破砕帯リスト(総括表)̲BC r̲ev8.1.1(=8.1).xlsx]12)f-4-9(H19-No.4)

 起点の破砕部の走向・傾斜から±20°の範囲内に分布し，かつ，両者の走向・傾斜の差が±20°以内のもの \\TS5410D9DE\shar e\★★★\重要施設設と破砕帯\再検討 1̲80720以降\●原⼦炉，防潮堤，冷却⽔路\防潮堤・取⽔路・2号（総括表）180904修正途中\＜20190304̲ 誤記修正＞\[◆防潮堤- 4条̲破砕帯リスト(総括表) B̲C̲ r ev8.1.1( = 8.1).xl sx]12) f -4-9( H19-No.4)

 起点の破砕部の走向・傾斜から±20°の範囲内に分布し，かつ，両者の走向・傾斜の差が±20°以内の可能性があるもの
 起点の破砕部の走向・傾斜から±20°の範囲内に分布し，かつ，両者の走向・傾斜の差が±20°以内で，かつ，性状のうち断層ガウジ・断層角礫の有無及びせん断構造・変形構造の有無が一致するもの
 起点の破砕部の走向・傾斜から±20°の範囲内に分布し，かつ，両者の走向・傾斜の差が±20°以内で，かつ，性状のうち断層ガウジ・断層角礫の有無及びせん断構造・変形構造の有無が類似するもの
 起点の破砕部の走向・傾斜から±20°の範囲内に分布し，かつ，両者の走向・傾斜の差が±20°以内で，かつ，性状（断層ガウジ・断層角礫の有無，せん断構造・変形構造の有無，条線方向もしくは変位センス）が類似するもの
 起点の破砕部の走向・傾斜から±20°の範囲内に分布し，かつ，両者の走向・傾斜の差が±20°以内で，かつ，性状のうち断層ガウジ・断層角礫の有無，せん断構造・変形構造の有無が類似し，条線方向もしくは変位センスが類似する可能性があるもの

範囲外

連続性検討結果に関する備考
比較対象との

傾斜の差
(°)

性状

明瞭な
せん断構造・

変形構造
の有無

条線方向
N 正断層

RL 右横ずれ
R 逆断層

LL 左横ずれ

破砕帯名 性状一覧表

-

H19-No.18

H19-No.19

連続性
検討結果

走向
比較対象との

走向の差
(°)

傾斜起点
対比する

ボーリング孔
断面図上
の番号

破砕帯範囲

連続性検討範
囲

断層ガウジ・
断層角礫
の有無
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799(分類D)①
　断面図の連続性検討範囲の誤りを修正したことにより，連続性検討範囲外であったものが，
　連続性検討範囲内に変わったもの。
800(分類D)②
　断面図の連続性検討範囲の誤りを修正したことにより，表の該当箇所の着色が変わったもの。

①
②



変位センス

上端深度 下端深度

(m) (m)

H19-No.4 - - ⑭ 175.64 175.65 N14E 76W 有 有 64R - f-4-10 参考2-127
① 45.58 45.63 N8W 22 84W 8 有 無 15R LL f-b11-1-1 参考2-159
② 60.36 60.60 N8E 6 84W 8 有 無 62R N,LL D-39 参考2-117

③ 88.93 88.97 N4E 10 81W 5 有 有 60L N,RL D-5 参考2-70

④ 97.87 99.00 N4E 10 72W 4 有 無 70R N,LL × 非モデル化 参考2-191

⑤ 143.67 143.77 N8E 6 87E 17 無 - 5L RL 非モデル化 参考2-191

① 71.21 71.24 N12E 2 76W 0 有 無 25L N,RL D-7 参考2-90

② 77.48 78.10 NS 14 79W 3 有 有 20L RL f-b11-2-2 参考2-159

③ 80.50 83.93 N9E 5 80W 4 有 有 - N,RL × D-6 参考2-56

① 73.43 73.45 N6E 8 82W 6 有 無 75R - D-38 参考2-116
② 167.53 168.54 N41W 55 69W 7 有 無 23R - f-6-2 参考2-127

 起点の破砕部の走向・傾斜から±20°の範囲内のもの 2018/10/13 23:03 [◆防潮堤-4条̲破砕帯リスト(総括表)̲BC̲rev6.0.xlsx]4)D-4(H19-No.12)

 起点の破砕部の走向・傾斜から±20°の範囲内に分布し，かつ，両者の走向・傾斜の差が±20°以内のもの \\160. 189.29.45\share\★★★\重要施設設と破砕帯\再検討 1̲80720以降\●原⼦炉，防潮堤，冷却⽔路\防潮堤・取⽔路・2号（総括表）180904修正途中\＜20180927̲走向傾斜・性状を修正＞\[◆防潮堤-4条̲破砕帯リスト(総括表)̲BC̲ rev6.0.xl sx]4) D-4(H19-No.12)

 起点の破砕部の走向・傾斜から±20°の範囲内に分布し，かつ，両者の走向・傾斜の差が±20°以内の可能性があるもの
 起点の破砕部の走向・傾斜から±20°の範囲内に分布し，かつ，両者の走向・傾斜の差が±20°以内で，かつ，性状のうち断層ガウジ・断層角礫の有無及びせん断構造・変形構造の有無が一致するもの
 起点の破砕部の走向・傾斜から±20°の範囲内に分布し，かつ，両者の走向・傾斜の差が±20°以内で，かつ，性状のうち断層ガウジ・断層角礫の有無及びせん断構造・変形構造の有無が類似するもの
 起点の破砕部の走向・傾斜から±20°の範囲内に分布し，かつ，両者の走向・傾斜の差が±20°以内で，かつ，性状（断層ガウジ・断層角礫の有無，せん断構造・変形構造の有無，条線方向もしくは変位センス）が類似するもの
 起点の破砕部の走向・傾斜から±20°の範囲内に分布し，かつ，両者の走向・傾斜の差が±20°以内で，かつ，性状のうち断層ガウジ・断層角礫の有無，せん断構造・変形構造の有無が類似し，条線方向もしくは変位センスが類似する可能性があるもの

走向起点
対比する

ボーリング孔
連続性検討範

囲
断面図上
の番号

破砕帯範囲
比較対象との

走向の差
(°)

傾斜
比較対象との

傾斜の差
(°)

断層ガウジ・
断層角礫
の有無

明瞭な
せん断構造・

変形構造
の有無

条線方向
N 正断層

RL 右横ずれ
R 逆断層

LL 左横ずれ

連続性
検討結果

破砕帯名 性状一覧表

性状

連続性検討結果に関する備考

-

H19-No.6

H24-B11-1

範囲外

範囲外

H24-B11-2

範囲内

連続性評価の具体的プロセス(防潮堤等，起点破砕部：H19-No.4，⑭)

参考1-741

第657回審査会合
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変位センス

上端深度 下端深度

(m) (m)

H19-No.4 - - ⑭ 175.64 175.65 N14E 76W 有 有 64R - f-4-10 参考2-127
① 45.58 45.63 N8W 22 84W 8 有 無 15R LL f-b11-1-1 参考2-159
② 60.36 60.60 N8E 6 84W 8 有 無 62R N,LL D-39 参考2-117

③ 88.93 88.97 N4E 10 81W 5 有 有 60L N,RL D-5 参考2-70

④ 97.87 99.00 N4E 10 72W 4 有 無 70R N × 非モデル化 参考2-191

⑤ 143.67 143.77 N8E 6 87E 17 無 - 5L RL 非モデル化 参考2-191

① 71.21 71.24 N12E 2 76W 0 有 無 25L N,RL D-7 参考2-90

② 77.48 78.10 NS 14 79W 3 有 有 20L RL f-b11-2-2 参考2-159

③ 80.50 83.93 N9E 5 80W 4 有 有 - N,RL × D-6 参考2-56

① 73.43 73.45 N6E 8 82W 6 有 無 75R N D-38 参考2-116
② 167.53 168.54 N41W 55 69W 7 有 無 23R - f-6-2 参考2-127

-

H19-No.6

H24-B11-1

範囲外

範囲外

H24-B11-2

範囲内

断層ガウジ・
断層角礫
の有無

明瞭な
せん断構造・

変形構造
の有無

条線方向
N 正断層

RL 右横ずれ
R 逆断層

LL 左横ずれ

連続性
検討結果

破砕帯名 性状一覧表

性状

連続性検討結果に関する備考
比較対象との

走向の差
(°)

傾斜
比較対象との

傾斜の差
(°)

走向起点
対比する

ボーリング孔
連続性検討範

囲
断面図上
の番号

破砕帯範囲

連続性評価の具体的プロセス(防潮堤等，起点破砕部：H19-No.4，⑭)

 起点の破砕部の走向・傾斜から±20°の範囲内のもの 2019/3/12 10:27 #N/A
 起点の破砕部の走向・傾斜から±20°の範囲内に分布し，かつ，両者の走向・傾斜の差が±20°以内のもの #N/A
 起点の破砕部の走向・傾斜から±20°の範囲内に分布し，かつ，両者の走向・傾斜の差が±20°以内の可能性があるもの
 起点の破砕部の走向・傾斜から±20°の範囲内に分布し，かつ，両者の走向・傾斜の差が±20°以内で，かつ，性状のうち断層ガウジ・断層角礫の有無及びせん断構造・変形構造の有無が一致するもの
 起点の破砕部の走向・傾斜から±20°の範囲内に分布し，かつ，両者の走向・傾斜の差が±20°以内で，かつ，性状のうち断層ガウジ・断層角礫の有無及びせん断構造・変形構造の有無が類似するもの
 起点の破砕部の走向・傾斜から±20°の範囲内に分布し，かつ，両者の走向・傾斜の差が±20°以内で，かつ，性状（断層ガウジ・断層角礫の有無，せん断構造・変形構造の有無，条線方向もしくは変位センス）が類似するもの
 起点の破砕部の走向・傾斜から±20°の範囲内に分布し，かつ，両者の走向・傾斜の差が±20°以内で，かつ，性状のうち断層ガウジ・断層角礫の有無，せん断構造・変形構造の有無が類似し，条線方向もしくは変位センスが類似する可能性があるもの

第６５７回審査会合
机上配付資料１ 修正

参考5-741参考1-741

　第657回審査会合
机上配付資料1 修正後
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①

801(分類D)①
  変位センスについて転記元の性状一覧表から転記したが，転記元の記載が誤っていたため，正しい記載に修正したもの。

802(分類A)②
　連続性評価に関するデータを拡充するために追加した変位センスを，本表に反映していなかった(H30年11月30日審査会合にて説明済)。

②



変位センス

上端深度 下端深度

(m) (m)

H19-No.4 - - ⑯ 218.73 218.74 N20E 74W 有 無 64L - f-4-12 参考2-127
① 45.58 45.63 N8W 28 84W 10 有 無 15R LL f-b11-1-1 参考2-159
② 60.36 60.60 N8E 12 84W 10 有 無 62R N,LL D-39 参考2-117
③ 88.93 88.97 N4E 16 81W 7 有 有 60L N,RL D-5 参考2-70
④ 97.87 99.00 N4E 16 72W 2 有 無 70R N,LL 非モデル化 参考2-191
⑤ 143.67 143.77 N8E 12 87E 19 無 - 5L RL 非モデル化 参考2-191

① 71.21 71.24 N12E 8 76W 2 有 無 25L N,RL × D-7 参考2-90

② 77.48 78.10 NS 20 79W 5 有 有 20L RL × f-b11-2-2 参考2-159

③ 80.50 83.93 N9E 11 80W 6 有 有 - N,RL × D-6 参考2-56

① 73.43 73.45 N6E 14 82W 8 有 無 75R N × D-38 参考2-116

範囲外 ② 167.53 168.54 N41W 61 69W 5 有 無 23R - f-6-2 参考2-127

 起点の破砕部の走向・傾斜から±20°の範囲内のもの 2018/10/14 13:25 [◆防潮堤-3条̲破砕帯リスト(総括表)̲BC̲rev6.0.xlsx]26)D-7(H24-B11-2)-S

 起点の破砕部の走向・傾斜から±20°の範囲内に分布し，かつ，両者の走向・傾斜の差が±20°以内のもの \\TS5410D9DE\share\★★★\重要施設設と破砕帯\再検討̲ 180720以降\●原⼦炉，防潮堤，冷却⽔路\防潮堤・取⽔路・2号（総括表）180904修正途中\＜20180927 走̲向傾斜・性状を修正＞\[◆防潮堤-3条̲破砕帯リスト(総括表)̲BC̲ rev6.0. xl sx]26)D-7(H24-B11-2)-S

 起点の破砕部の走向・傾斜から±20°の範囲内に分布し，かつ，両者の走向・傾斜の差が±20°以内の可能性があるもの
 起点の破砕部の走向・傾斜から±20°の範囲内に分布し，かつ，両者の走向・傾斜の差が±20°以内で，かつ，性状のうち断層ガウジ・断層角礫の有無及びせん断構造・変形構造の有無が一致するもの
 起点の破砕部の走向・傾斜から±20°の範囲内に分布し，かつ，両者の走向・傾斜の差が±20°以内で，かつ，性状のうち断層ガウジ・断層角礫の有無及びせん断構造・変形構造の有無が類似するもの
 起点の破砕部の走向・傾斜から±20°の範囲内に分布し，かつ，両者の走向・傾斜の差が±20°以内で，かつ，性状（断層ガウジ・断層角礫の有無，せん断構造・変形構造の有無，条線方向もしくは変位センス）が類似するもの
 起点の破砕部の走向・傾斜から±20°の範囲内に分布し，かつ，両者の走向・傾斜の差が±20°以内で，かつ，性状のうち断層ガウジ・断層角礫の有無，せん断構造・変形構造の有無が類似し，条線方向もしくは変位センスが類似する可能性があるもの

範囲外

範囲内

断面図上
の番号

走向

破砕帯範囲
比較対象との

走向の差
(°)

連続性検討結果に関する備考傾斜
比較対象との

傾斜の差
(°)

断層ガウジ・
断層角礫
の有無

-

対比する
ボーリング孔

H24-B11-1

H24-B11-2

H19-No.6

起点
連続性検討範

囲

性状

連続性
検討結果

破砕帯名 性状一覧表
条線方向

N 正断層
RL 右横ずれ

R 逆断層
LL 左横ずれ

明瞭な
せん断構造・

変形構造
の有無

連続性評価の具体的プロセス(防潮堤等，起点破砕部：H19-No.4，⑯)

参考1-745

第657回審査会合
机上配付資料1 修正前
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変位センス

上端深度 下端深度

(m) (m)

H19-No.4 - - ⑯ 218.73 218.74 N20E 74W 有 無 64L - f-4-12 参考2-127
① 45.58 45.63 N8W 28 84W 10 有 無 15R LL f-b11-1-1 参考2-159
② 60.36 60.60 N8E 12 84W 10 有 無 62R N,LL D-39 参考2-117
③ 88.93 88.97 N4E 16 81W 7 有 有 60L N,RL D-5 参考2-70
④ 97.87 99.00 N4E 16 72W 2 有 無 70R N 非モデル化 参考2-191
⑤ 143.67 143.77 N8E 12 87E 19 無 - 5L RL 非モデル化 参考2-191

① 71.21 71.24 N12E 8 76W 2 有 無 25L N,RL × D-7 参考2-90

② 77.48 78.10 NS 20 79W 5 有 有 20L RL × f-b11-2-2 参考2-159

③ 80.50 83.93 N9E 11 80W 6 有 有 - N,RL × D-6 参考2-56

① 73.43 73.45 N6E 14 82W 8 有 無 75R N × D-38 参考2-116

範囲外 ② 167.53 168.54 N41W 61 69W 5 有 無 23R - f-6-2 参考2-127

範囲外

範囲内

断面図上
の番号

走向

破砕帯範囲
比較対象との

走向の差
(°)

連続性検討結果に関する備考傾斜
比較対象との

傾斜の差
(°)

断層ガウジ・
断層角礫
の有無

-

対比する
ボーリング孔

H24-B11-1

H24-B11-2

H19-No.6

起点
連続性検討範

囲

性状

連続性
検討結果

破砕帯名 性状一覧表
条線方向

N 正断層
RL 右横ずれ

R 逆断層
LL 左横ずれ

明瞭な
せん断構造・

変形構造
の有無

 起点の破砕部の走向・傾斜から±20°の範囲内のもの 2018/10/14 13:25 [◆防潮堤-3条̲破砕帯リスト(総括表)̲BC̲rev6.0.xlsx]26)D-7(H24-B11-2)-S

 起点の破砕部の走向・傾斜から±20°の範囲内に分布し，かつ，両者の走向・傾斜の差が±20°以内のもの \\TS5410D9DE\share\★★★\重要施設設と破砕帯\再検討̲ 180720以降\●原⼦炉，防潮堤，冷却⽔路\防潮堤・取⽔路・2号（総括表）180904修正途中\＜20180927 走̲向傾斜・性状を修正＞\[◆防潮堤-3条̲破砕帯リスト(総括表)̲BC̲ rev6.0. xl sx]26)D-7(H24-B11-2)-S

 起点の破砕部の走向・傾斜から±20°の範囲内に分布し，かつ，両者の走向・傾斜の差が±20°以内の可能性があるもの
 起点の破砕部の走向・傾斜から±20°の範囲内に分布し，かつ，両者の走向・傾斜の差が±20°以内で，かつ，性状のうち断層ガウジ・断層角礫の有無及びせん断構造・変形構造の有無が一致するもの
 起点の破砕部の走向・傾斜から±20°の範囲内に分布し，かつ，両者の走向・傾斜の差が±20°以内で，かつ，性状のうち断層ガウジ・断層角礫の有無及びせん断構造・変形構造の有無が類似するもの
 起点の破砕部の走向・傾斜から±20°の範囲内に分布し，かつ，両者の走向・傾斜の差が±20°以内で，かつ，性状（断層ガウジ・断層角礫の有無，せん断構造・変形構造の有無，条線方向もしくは変位センス）が類似するもの
 起点の破砕部の走向・傾斜から±20°の範囲内に分布し，かつ，両者の走向・傾斜の差が±20°以内で，かつ，性状のうち断層ガウジ・断層角礫の有無，せん断構造・変形構造の有無が類似し，条線方向もしくは変位センスが類似する可能性があるもの

連続性評価の具体的プロセス(防潮堤等，起点破砕部：H19-No.4，⑯)
第６５７回審査会合

机上配付資料１ 修正

参考5-745参考1-745

　第657回審査会合
机上配付資料1 修正後
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803(分類D)①
  変位センスについて転記元の性状一覧表から転記したが，転記元の記載が誤っていたため，正しい記載に修正したもの。

①



参考2-3

目 次（参考資料２ 性状一覧表）

No. 分類項目 頁
断層名
及び

破砕帯名
No. 分類項目 頁

断層名
及び

破砕帯名
No. 分類項目 頁

断層名
及び

破砕帯名
No. 分類項目 頁

断層名
及び

破砕帯名
1 浦底断層 参考2-5 浦底断層 参考2- 7 参考2-107 D-29 参考2- 111 f-2-3 参考2- 125 参考2-134 f-①-1-3 参考2- 138
2 D-1破砕帯 参考2-27 D-1 参考2- 29 D-30 参考2- 111 f-2-7 参考2- 125 f-①-2-2 参考2- 138
3 Ｋ断層 参考2-41 Ｋ断層 参考2- 42 D-31 参考2- 111 f-2-8 参考2- 125 f-①-2-4 参考2- 138
4 D-6破砕帯 参考2-53 D-6 参考2- 56 D-32 参考2- 112 f-2-10 参考2- 125 f-①-3-4 参考2- 139
5 D-14破砕帯 参考2-62 D-14 参考2- 64 D-33 参考2- 112 f-2-11 参考2- 126 f-①-3-5 参考2- 139
6 D-5破砕帯 参考2-68 D-5 参考2- 70 D-34 参考2- 113 f-2-12 参考2- 126 f-①-3-6 参考2- 139
7 H-3a破砕帯 参考2-76 H-3a 参考2- 78 D-35 参考2- 114 f-4-3 参考2- 126 f-①-3-7 参考2- 139

D-2 参考2- 86 D-36 参考2- 115 f-4-5 参考2- 126 f-①-3-8 参考2- 139
D-3 参考2- 87 D-37 参考2- 116 f-4-9 参考2- 127 f-①-4-3 参考2- 140
D-4 参考2- 89 D-38 参考2- 116 f-4-10 参考2- 127 f-①-9-2 参考2- 140
D-7 参考2- 90 D-39 参考2- 117 f-4-12 参考2- 127 f-①-9-3 参考2- 140
D-11 参考2- 91 D-41 参考2- 117 f-6-2 参考2- 127 f-①-10-2 参考2- 140
D-12 参考2- 91 D-42 参考2- 118 f-8-1 参考2- 128 f- -1-1 参考2- 140
D-13 参考2- 92 D-43 参考2- 118 f-8-2 参考2- 128 f- -1-2 参考2- 140
D-15 参考2- 92 D-44 参考2- 119 f-8-8 参考2- 128 f- -1-3 参考2- 140
D-16 参考2- 93 D-45 参考2- 119 f-8-11 参考2- 128 f-③-1-1 参考2- 141
D-17 参考2- 98 D-46 参考2- 119 f-9-4 参考2- 128 f-③-1-2 参考2- 141
D-18 参考2- 98 D-47 参考2- 120 f-12-3 参考2- 129 f-④-1-2 参考2- 141
D-19 参考2- 99 f-12-4 参考2- 129 f-④-1-3 参考2- 141
D-20 参考2- 100 f-12-6 参考2- 129 f-④-1-4 参考2- 142
D-21 参考2- 102 f-12-7 参考2- 129 f-④-2-1 参考2- 142
D-22 参考2- 102 f-12-8 参考2- 130 f-④-2-3 参考2- 142
D-23 参考2- 103 f-12-10 参考2- 130 f-④-3-1 参考2- 143
D-24 参考2- 103 f-13-3 参考2- 130 f-④-5-3 参考2- 143
D-25 参考2- 104 f-14-1 参考2- 131 f-④-6-1 参考2- 143
D-26 参考2- 105 f-14-2 参考2- 131 f-④-6-2 参考2- 144
D-27 参考2- 106 f-14-5 参考2- 131 f-④-6-3 参考2- 144
D-28 参考2- 106 f-15-1 参考2- 131 f-④-6-4 参考2- 144

f-15-2 参考2- 131 f-④-7-1 参考2- 144
f-15-3 参考2- 132 f-④-9-1 参考2- 144
f-17-2 参考2- 132 f-⑥-1-2 参考2- 145
f-18-1 参考2- 132 f-⑥-1-3 参考2- 145
f-18-2 参考2- 132 f-⑥-2-2 参考2- 145
f-19-1 参考2- 133 f-⑥-2-3 参考2- 145
f-19-5 参考2- 133 f-⑥-2-4 参考2- 146
f-19-6 参考2- 133 f-⑥-2-5 参考2- 146
f-20-11 参考2- 133 f-⑥-3-1 参考2- 147

f-⑥-3-2 参考2- 147
f-⑥-3-3 参考2- 147
f-⑥-3-4 参考2- 147
f-⑥-3-5 参考2- 147
f-⑥-3-6 参考2- 148
f-⑥-3-8 参考2- 148
f-⑥-3-9 参考2- 148

10 11 12

9

D-29～D-47破砕帯 f-2-3～f-20-11
破砕帯

参考2-121 f-①-1-3～f-④-13
破砕帯

D-2～D-16破砕帯 参考2-82

D-17～D-28破砕帯 参考2-94

頁 頁 頁 頁

8
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机上配付資料2 修正前
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参考2-3

No. 分類項目 頁
断層名
及び

破砕帯名
No. 分類項目 頁

断層名
及び

破砕帯名
No. 分類項目 頁

断層名
及び

破砕帯名
No. 分類項目 頁

断層名
及び

破砕帯名
1 浦底断層 参考2-5 浦底断層 参考2- 7 参考2-107 D-29 参考2- 111 f-2-3 参考2- 125 参考2-134 f-①-1-3 参考2- 138
2 D-1破砕帯 参考2-27 D-1 参考2- 29 D-30 参考2- 111 f-2-7 参考2- 125 f-①-2-2 参考2- 138
3 Ｋ断層 参考2-41 Ｋ断層 参考2- 42 D-31 参考2- 111 f-2-8 参考2- 125 f-①-2-4 参考2- 138
4 D-6破砕帯 参考2-54 D-6 参考2- 56 D-32 参考2- 112 f-2-10 参考2- 125 f-①-3-4 参考2- 139
5 D-14破砕帯 参考2-62 D-14 参考2- 64 D-33 参考2- 112 f-2-11 参考2- 126 f-①-3-5 参考2- 139
6 D-5破砕帯 参考2-68 D-5 参考2- 70 D-34 参考2- 113 f-2-12 参考2- 126 f-①-3-6 参考2- 139
7 H-3a破砕帯 参考2-76 H-3a 参考2- 78 D-35 参考2- 114 f-4-3 参考2- 126 f-①-3-7 参考2- 139

D-2 参考2- 86 D-36 参考2- 115 f-4-5 参考2- 126 f-①-3-8 参考2- 139
D-3 参考2- 87 D-37 参考2- 116 f-4-9 参考2- 127 f-①-4-3 参考2- 140
D-4 参考2- 89 D-38 参考2- 116 f-4-10 参考2- 127 f-①-9-2 参考2- 140
D-7 参考2- 90 D-39 参考2- 117 f-4-12 参考2- 127 f-①-9-3 参考2- 140
D-11 参考2- 91 D-41 参考2- 117 f-6-2 参考2- 127 f-①-10-2 参考2- 140
D-12 参考2- 91 D-42 参考2- 118 f-8-1 参考2- 128 f- -1-1 参考2- 140
D-13 参考2- 92 D-43 参考2- 118 f-8-2 参考2- 128 f- -1-2 参考2- 140
D-15 参考2- 92 D-44 参考2- 119 f-8-8 参考2- 128 f- -1-3 参考2- 140
D-16 参考2- 93 D-45 参考2- 119 f-8-11 参考2- 128 f-③-1-1 参考2- 141
D-17 参考2- 98 D-46 参考2- 119 f-9-4 参考2- 128 f-③-1-2 参考2- 141
D-18 参考2- 98 D-47 参考2- 120 f-12-3 参考2- 129 f-④-1-2 参考2- 141
D-19 参考2- 99 f-12-4 参考2- 129 f-④-1-3 参考2- 141
D-20 参考2- 100 f-12-6 参考2- 129 f-④-1-4 参考2- 142
D-21 参考2- 102 f-12-7 参考2- 129 f-④-2-1 参考2- 142
D-22 参考2- 102 f-12-8 参考2- 130 f-④-2-3 参考2- 142
D-23 参考2- 103 f-12-10 参考2- 130 f-④-3-1 参考2- 143
D-24 参考2- 103 f-13-3 参考2- 130 f-④-5-3 参考2- 143
D-25 参考2- 104 f-14-1 参考2- 131 f-④-6-1 参考2- 143
D-26 参考2- 105 f-14-2 参考2- 131 f-④-6-2 参考2- 144
D-27 参考2- 106 f-14-5 参考2- 131 f-④-6-3 参考2- 144
D-28 参考2- 106 f-15-1 参考2- 131 f-④-6-4 参考2- 144

f-15-2 参考2- 131 f-④-7-1 参考2- 144
f-15-3 参考2- 132 f-④-9-1 参考2- 144
f-17-2 参考2- 132 f-⑥-1-2 参考2- 145
f-18-1 参考2- 132 f-⑥-1-3 参考2- 145
f-18-2 参考2- 132 f-⑥-2-2 参考2- 145
f-19-1 参考2- 133 f-⑥-2-3 参考2- 145
f-19-5 参考2- 133 f-⑥-2-4 参考2- 146
f-19-6 参考2- 133 f-⑥-2-5 参考2- 146
f-20-11 参考2- 133 f-⑥-3-1 参考2- 147

f-⑥-3-2 参考2- 147
f-⑥-3-3 参考2- 147
f-⑥-3-4 参考2- 147
f-⑥-3-5 参考2- 147
f-⑥-3-6 参考2- 148
f-⑥-3-8 参考2- 148
f-⑥-3-9 参考2- 148

8 D-2～D-16破砕帯 参考2-82

9 D-17～D-28破砕帯 参考2-94

10 D-29～D-47破砕帯 11 f-2-3～f-20-11
破砕帯

参考2-121 12 f-①-1-3～f-④-13
破砕帯

頁 頁 頁 頁

目 次（参考資料２ 性状一覧表）
　 第657回審査会合
机上配付資料2 修正後

421

804(分類A)①
　性状一覧表の目次のページ番号について，転記元の性状一覧表の当該ページから転記したが，転記を誤ったもの。

①



参考2-10

性状一覧表（4/19）

【平滑さ】
平 滑：最新活動面が直線的なもの
非平滑：最新活動面が湾曲するもの

【破砕幅】
粘土状破砕部，砂状破砕部，角礫状破砕部，
固結した粘土状破砕部，固結した砂状破砕部，固結した角礫状破砕部
の合計の幅とし，破砕部の走向傾斜から真の幅に換算した。

1. 浦底断層 第５３６回審査会合
机上配付資料２ 修正

：最新活動面 ：破砕幅 ：粘土の狭在物が認められる箇所

凡 例

：断層ガウジ
＊１：露頭
＊２：試掘坑

　 第657回審査会合
机上配付資料2 修正前

422



参考2-10

性状一覧表（4/19）

【平滑さ】
平 滑：最新活動面が直線的なもの
非平滑：最新活動面が湾曲するもの

【破砕幅】
粘土状破砕部，砂状破砕部，角礫状破砕部，
固結した粘土状破砕部，固結した砂状破砕部，固結した角礫状破砕部
の合計の幅とし，破砕部の走向傾斜から真の幅に換算した。

1. 浦底断層 第５３６回審査会合
机上配付資料２ 修正

：最新活動面 ：破砕幅 ：粘土の狭在物が認められる箇所

凡 例

：断層ガウジ
＊１：露頭
＊２：試掘坑

　 第657回審査会合
机上配付資料2 修正後

423

805(分類A)①
　走向・傾斜について，転記元の細分化カタログから転記したが，転記を誤ったもの。

806(分類A)②
　条線方向について，転記元の細分化カタログから転記したが，転記を誤ったもの。

① ②



参考2-35

性状一覧表（7/12）

【平滑さ】
平 滑：最新活動面が直線的なもの
非平滑：最新活動面が湾曲するもの

【破砕幅】
粘土状破砕部，砂状破砕部，角礫状破砕部，
固結した粘土状破砕部，固結した砂状破砕部，固結した角礫状破砕部
の合計の幅とし，破砕部の走向傾斜から真の幅に換算した。

2. Ｄ－１破砕帯 第５３６回審査会合
机上配付資料２ 修正

：最新活動面 ：破砕幅 ：粘土の狭在物が認められる箇所

凡 例

：断層ガウジ
＊１：露頭
＊２：試掘坑

　 第657回審査会合
机上配付資料2 修正前

424



参考2-35

性状一覧表（7/12）

【平滑さ】
平 滑：最新活動面が直線的なもの
非平滑：最新活動面が湾曲するもの

【破砕幅】
粘土状破砕部，砂状破砕部，角礫状破砕部，
固結した粘土状破砕部，固結した砂状破砕部，固結した角礫状破砕部
の合計の幅とし，破砕部の走向傾斜から真の幅に換算した。

2. Ｄ－１破砕帯 第５３６回審査会合
机上配付資料２ 修正

：最新活動面 ：破砕幅 ：粘土の狭在物が認められる箇所

凡 例

：断層ガウジ
＊１：露頭
＊２：試掘坑

　 第657回審査会合
机上配付資料2 修正後

425

807(分類E)①
　記載のテキストボックスの幅が不足していたため，体裁が崩れていたもの。

①



参考2-36

性状一覧表（8/12）

【平滑さ】
平 滑：最新活動面が直線的なもの
非平滑：最新活動面が湾曲するもの

【破砕幅】
粘土状破砕部，砂状破砕部，角礫状破砕部，
固結した粘土状破砕部，固結した砂状破砕部，固結した角礫状破砕部
の合計の幅とし，破砕部の走向傾斜から真の幅に換算した。

2. Ｄ－１破砕帯

幅20～30mmの白色粘土と幅数mmの淡褐色（チョコレート色）粘土，
幅5mm以内の灰白色粘土を伴う。

第５３６回審査会合
机上配付資料２ 修正

：最新活動面 ：破砕幅 ：粘土の狭在物が認められる箇所

凡 例

：断層ガウジ
＊１：露頭
＊２：試掘坑

　 第657回審査会合
机上配付資料2 修正前

426



参考2-36

性状一覧表（8/12）

【平滑さ】
平 滑：最新活動面が直線的なもの
非平滑：最新活動面が湾曲するもの

【破砕幅】
粘土状破砕部，砂状破砕部，角礫状破砕部，
固結した粘土状破砕部，固結した砂状破砕部，固結した角礫状破砕部
の合計の幅とし，破砕部の走向傾斜から真の幅に換算した。

2. Ｄ－１破砕帯 第５３６回審査会合
机上配付資料２ 修正

：最新活動面 ：破砕幅 ：粘土の狭在物が認められる箇所

凡 例

：断層ガウジ
＊１：露頭
＊２：試掘坑

　 第657回審査会合
机上配付資料2 修正後

427

808(分類E)①
　記載のテキストボックスの幅が不足していたため，体裁が崩れていたもの。

①



参考2-45

性状一覧表（4/12）

【平滑さ】
平 滑：最新活動面が直線的なもの
非平滑：最新活動面が湾曲するもの

【破砕幅】
粘土状破砕部，砂状破砕部，角礫状破砕部，
固結した粘土状破砕部，固結した砂状破砕部，固結した角礫状破砕部
の合計の幅とし，破砕部の走向傾斜から真の幅に換算した。

3. Ｋ断層 第５３６回審査会合
机上配付資料２ 修正

：最新活動面 ：破砕幅 ：粘土の狭在物が認められる箇所

凡 例

：断層ガウジ
＊１：露頭
＊２：試掘坑

　 第657回審査会合
机上配付資料2 修正前

428



参考2-45

性状一覧表（4/12）

【平滑さ】
平 滑：最新活動面が直線的なもの
非平滑：最新活動面が湾曲するもの

【破砕幅】
粘土状破砕部，砂状破砕部，角礫状破砕部，
固結した粘土状破砕部，固結した砂状破砕部，固結した角礫状破砕部
の合計の幅とし，破砕部の走向傾斜から真の幅に換算した。

3. Ｋ断層 第５３６回審査会合
机上配付資料２ 修正

：最新活動面 ：破砕幅 ：粘土の狭在物が認められる箇所

凡 例

：断層ガウジ
＊１：露頭
＊２：試掘坑

　 第657回審査会合
机上配付資料2 修正後

429

809(分類A)①
　変位センスについて，転記元の細分化カタログから転記したが，転記を誤ったもの。

①



参考2-64

性状一覧表（1/3）

【平滑さ】
平 滑：最新活動面が直線的なもの
非平滑：最新活動面が湾曲するもの

【破砕幅】
粘土状破砕部，砂状破砕部，角礫状破砕部，
固結した粘土状破砕部，固結した砂状破砕部，固結した角礫状破砕部
の合計の幅とし，破砕部の走向傾斜から真の幅に換算した。

• 最新活動面のせん断構造・変形構造の有無については，ボーリングコアの観察による認定を基本としている。

• 最新活動面の平滑さについては，ボーリングコアの観察による認定を基本としている。

• 最新活動面の変位センスについては，薄片の観察による認定を基本としている。

• なお，上記以外の観察方法で認定したものについては，表中に注書きしている。

5. Ｄ－１４破砕帯 第５３６回審査会合
机上配付資料２ 修正

：最新活動面 ：破砕幅 ：粘土の狭在物が認められる箇所

凡 例

：断層ガウジ
＊１：露頭
＊２：試掘坑

　 第657回審査会合
机上配付資料2 修正前

：前回審査資料提出時に黄色枠を消し忘れた箇所

430



参考2-64

性状一覧表（1/3）

【平滑さ】
平 滑：最新活動面が直線的なもの
非平滑：最新活動面が湾曲するもの

【破砕幅】
粘土状破砕部，砂状破砕部，角礫状破砕部，
固結した粘土状破砕部，固結した砂状破砕部，固結した角礫状破砕部
の合計の幅とし，破砕部の走向傾斜から真の幅に換算した。

• 最新活動面のせん断構造・変形構造の有無については，ボーリングコアの観察による認定を基本としている。

• 最新活動面の平滑さについては，ボーリングコアの観察による認定を基本としている。

• 最新活動面の変位センスについては，薄片の観察による認定を基本としている。

• なお，上記以外の観察方法で認定したものについては，表中に注書きしている。

5. Ｄ－１４破砕帯 第６５７回審査会合
机上配付資料２ 再掲

：最新活動面 ：破砕幅 ：粘土の狭在物が認められる箇所

凡 例

：断層ガウジ
＊１：露頭
＊２：試掘坑

　 第657回審査会合
机上配付資料2 修正後

431

810，811(分類E)①
　審査資料の変更箇所を示す黄枠を消し忘れたもの。

①

①



参考2-69

調査位置図

Ｄ－５破砕帯調査位置図

H19-No.12

H19-No.4

１号炉原子炉建屋南方斜面

１号炉原子炉建屋南側斜面

Ｄ－５破砕帯

H20-①-10

H24-B11-1

H24-B8-21

H27-D5-1

H20-①-9

H20-①-4

Ｄ－６破砕帯

6. Ｄ－５破砕帯 第５３６回審査会合
机上配付資料２ 再掲

　 第657回審査会合
机上配付資料2 修正前

432



参考2-69

調査位置図

Ｄ－５破砕帯調査位置図

H19-No.12

H19-No.4

１号炉原子炉建屋南方斜面

１号炉原子炉建屋南側斜面

Ｄ－５破砕帯

H20-①-10

H24-B11-1

H24-B8-21

H27-D5-1

H20-①-9

H20-①-4

Ｄ－６破砕帯

6. Ｄ－５破砕帯 第５３６回審査会合
机上配付資料２ 再掲

　 第657回審査会合
机上配付資料2 修正後

433

812(分類E)①
　調査位置図の不要なスケールを消し忘れたもの。

①



参考2-77

調査位置図

Ｈ－３ａ破砕帯調査位置図

Ｈ－３ａ破砕帯 ２号炉原子炉建屋
南側道路

Ｈ－３ａ追加ピット

Ｈ－３ａピット

Ｈ－３ａ既往露頭拡幅部

7. Ｈ－３ａ破砕帯 第５３６回審査会合
机上配付資料２ 再掲

　 第657回審査会合
机上配付資料2 修正前

434



参考2-77

調査位置図

Ｈ－３ａ破砕帯調査位置図

Ｈ－３ａ破砕帯 ２号炉原子炉建屋
南側道路

Ｈ－３ａ追加ピット

Ｈ－３ａピット

Ｈ－３ａ既往露頭拡幅部

7. Ｈ－３ａ破砕帯 第５３６回審査会合
机上配付資料２ 再掲

　 第657回審査会合
机上配付資料2 修正後

435

813(分類F)①
　調査位置図の破砕帯名の文字の色が統一されていないもの。

①



参考2-96

調査位置図

Ｄ－１７～Ｄ－２８破砕帯調査位置図

9. Ｄ－１７～Ｄ－２８破砕帯 第５３６回審査会合
机上配付資料２ 再掲

　 第657回審査会合
机上配付資料2 修正前

436



参考2-96

調査位置図

Ｄ－１７～Ｄ－２８破砕帯調査位置図

9. Ｄ－１７～Ｄ－２８破砕帯 第５３６回審査会合
机上配付資料２ 再掲

　 第657回審査会合
机上配付資料2 修正後

437

814(分類E)①
　調査位置図の不要な破線を消し忘れたもの。

①



参考2-109

調査位置図

Ｄ－２９～Ｄ－４７破砕帯調査位置図

10. Ｄ－２９～Ｄ－４７破砕帯 第５３６回審査会合
机上配付資料２ 再掲

　 第657回審査会合
机上配付資料2 修正前

438



参考2-109

調査位置図

Ｄ－２９～Ｄ－４７破砕帯調査位置図

10. Ｄ－２９～Ｄ－４７破砕帯 第５３６回審査会合
机上配付資料２ 再掲

　 第657回審査会合
机上配付資料2 修正後

439

815(分類E)①
　調査位置図の不要な破線を消し忘れたもの。

816(分類E)②
　凡例の不要な記載を消し忘れたもの。

①

②



参考2-154

性状一覧表（17/17）

【平滑さ】
平 滑：最新活動面が直線的なもの
非平滑：最新活動面が湾曲するもの

【破砕幅】
粘土状破砕部，砂状破砕部，角礫状破砕部，
固結した粘土状破砕部，固結した砂状破砕部，固結した角礫状破砕部
の合計の幅とし，破砕部の走向傾斜から真の幅に換算した。

12.ｆ－①－１－３～ｆ－④－１３破砕帯 第５３６回審査会合
机上配付資料２ 修正

：最新活動面 ：破砕幅 ：粘土の狭在物が認められる箇所

凡 例

：断層ガウジ
＊１：露頭
＊２：試掘坑

　 第657回審査会合
机上配付資料2 修正前
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参考2-154

性状一覧表（17/17）

【平滑さ】
平 滑：最新活動面が直線的なもの
非平滑：最新活動面が湾曲するもの

【破砕幅】
粘土状破砕部，砂状破砕部，角礫状破砕部，
固結した粘土状破砕部，固結した砂状破砕部，固結した角礫状破砕部
の合計の幅とし，破砕部の走向傾斜から真の幅に換算した。

12.ｆ－①－１－３～ｆ－④－１３破砕帯

：最新活動面 ：破砕幅 ：粘土の狭在物が認められる箇所

凡 例

：断層ガウジ
＊１：露頭
＊２：試掘坑

第６５７回審査会合
机上配付資料２ 修正　 第657回審査会合

机上配付資料2 修正後

441

817(分類A)①
　変位センスについて，転記元の細分化カタログから転記したが，転記を誤ったもの。

①



参考2-167

性状一覧表（2/13）

【平滑さ】
平 滑：最新活動面が直線的なもの
非平滑：最新活動面が湾曲するもの

【破砕幅】
粘土状破砕部，砂状破砕部，角礫状破砕部，
固結した粘土状破砕部，固結した砂状破砕部，固結した角礫状破砕部
の合計の幅とし，破砕部の走向傾斜から真の幅に換算した。

14.Ｈ－１～ｆ－ｂ－４－６破砕帯 第５３６回審査会合
机上配付資料２ 修正

：最新活動面 ：破砕幅 ：粘土の狭在物が認められる箇所

凡 例

：断層ガウジ
＊１：露頭
＊２：試掘坑

　 第657回審査会合
机上配付資料2 修正前

442



参考2-167

性状一覧表（2/13）

【平滑さ】
平 滑：最新活動面が直線的なもの
非平滑：最新活動面が湾曲するもの

【破砕幅】
粘土状破砕部，砂状破砕部，角礫状破砕部，
固結した粘土状破砕部，固結した砂状破砕部，固結した角礫状破砕部
の合計の幅とし，破砕部の走向傾斜から真の幅に換算した。

14.Ｈ－１～ｆ－ｂ－４－６破砕帯 第５３６回審査会合
机上配付資料２ 修正

：最新活動面 ：破砕幅 ：粘土の狭在物が認められる箇所

凡 例

：断層ガウジ
＊１：露頭
＊２：試掘坑

　 第657回審査会合
机上配付資料2 修正後

443

818(分類E)①
　破砕帯名について，仮名称を変更し忘れたもの。

①



参考2-168

性状一覧表（3/13）

【平滑さ】
平 滑：最新活動面が直線的なもの
非平滑：最新活動面が湾曲するもの

【破砕幅】
粘土状破砕部，砂状破砕部，角礫状破砕部，
固結した粘土状破砕部，固結した砂状破砕部，固結した角礫状破砕部
の合計の幅とし，破砕部の走向傾斜から真の幅に換算した。

14.Ｈ－１～ｆ－ｂ－４－６破砕帯 第５３６回審査会合
机上配付資料２ 修正

：最新活動面 ：破砕幅 ：粘土の狭在物が認められる箇所

凡 例

：断層ガウジ
＊１：露頭
＊２：試掘坑

　 第657回審査会合
机上配付資料2 修正前

444



参考2-168

性状一覧表（3/13）

【平滑さ】
平 滑：最新活動面が直線的なもの
非平滑：最新活動面が湾曲するもの

【破砕幅】
粘土状破砕部，砂状破砕部，角礫状破砕部，
固結した粘土状破砕部，固結した砂状破砕部，固結した角礫状破砕部
の合計の幅とし，破砕部の走向傾斜から真の幅に換算した。

14.Ｈ－１～ｆ－ｂ－４－６破砕帯 第５３６回審査会合
机上配付資料２ 修正

：最新活動面 ：破砕幅 ：粘土の狭在物が認められる箇所

凡 例

：断層ガウジ
＊１：露頭
＊２：試掘坑

　 第657回審査会合
机上配付資料2 修正後

445

819(分類E)①
　破砕帯名について，仮名称を変更し忘れたもの。

①



参考2-184
：最新活動面 ：破砕幅 ：粘土の狭在物が認められる箇所

凡 例

：断層ガウジ
＊１：露頭
＊２：試掘坑

性状一覧表（1/12）

【平滑さ】
平 滑：最新活動面が直線的なもの
非平滑：最新活動面が湾曲するもの

【破砕幅】
粘土状破砕部，砂状破砕部，角礫状破砕部，
固結した粘土状破砕部，固結した砂状破砕部，固結した角礫状破砕部
の合計の幅とし，破砕部の走向傾斜から真の幅に換算した。

• 最新活動面のせん断構造・変形構造の有無については，ボーリングコアの観察による認定を基本としている。

• 最新活動面の平滑さについては，ボーリングコアの観察による認定を基本としている。

• 最新活動面の変位センスについては，薄片の観察による認定を基本としている。

• なお，上記以外の観察方法で認定したものについては，表中に注書きしている。

15.非モデル化破砕帯
　 第657回審査会合
机上配付資料2 修正前

446



参考2-184
：最新活動面 ：破砕幅 ：粘土の狭在物が認められる箇所

凡 例

：断層ガウジ
＊１：露頭
＊２：試掘坑

性状一覧表（1/12）

【平滑さ】
平 滑：最新活動面が直線的なもの
非平滑：最新活動面が湾曲するもの

【破砕幅】
粘土状破砕部，砂状破砕部，角礫状破砕部，
固結した粘土状破砕部，固結した砂状破砕部，固結した角礫状破砕部
の合計の幅とし，破砕部の走向傾斜から真の幅に換算した。

• 最新活動面のせん断構造・変形構造の有無については，ボーリングコアの観察による認定を基本としている。

• 最新活動面の平滑さについては，ボーリングコアの観察による認定を基本としている。

• 最新活動面の変位センスについては，薄片の観察による認定を基本としている。

• なお，上記以外の観察方法で認定したものについては，表中に注書きしている。

15.非モデル化破砕帯
　 第657回審査会合
机上配付資料2 修正後

447
820～827(分類E)①
　ボーリングの傾斜角を記載すべきであったが，記載を忘れたもの。

828(分類E)②
　項目名に「明瞭な」を記載し忘れたもの。

①

①

①

①

①

①

①

①

②



参考2-185

性状一覧表（2/12）

【平滑さ】
平 滑：最新活動面が直線的なもの
非平滑：最新活動面が湾曲するもの

【破砕幅】
粘土状破砕部，砂状破砕部，角礫状破砕部，
固結した粘土状破砕部，固結した砂状破砕部，固結した角礫状破砕部
の合計の幅とし，破砕部の走向傾斜から真の幅に換算した。

15.非モデル化破砕帯

：最新活動面 ：破砕幅 ：粘土の狭在物が認められる箇所

凡 例

：断層ガウジ
＊１：露頭
＊２：試掘坑

　 第657回審査会合
机上配付資料2 修正前

448



参考2-185

性状一覧表（2/12）

【平滑さ】
平 滑：最新活動面が直線的なもの
非平滑：最新活動面が湾曲するもの

【破砕幅】
粘土状破砕部，砂状破砕部，角礫状破砕部，
固結した粘土状破砕部，固結した砂状破砕部，固結した角礫状破砕部
の合計の幅とし，破砕部の走向傾斜から真の幅に換算した。

15.非モデル化破砕帯

：最新活動面 ：破砕幅 ：粘土の狭在物が認められる箇所

凡 例

：断層ガウジ
＊１：露頭
＊２：試掘坑

　 第657回審査会合
机上配付資料2 修正後

449

829～834(分類E)①
　ボーリングの傾斜角を記載すべきであったが，記載を忘れたもの。

835(分類E)②
　項目名に「明瞭な」を記載し忘れたもの。

①

①

①

①

①

①

②



参考2-186

性状一覧表（3/12）

【平滑さ】
平 滑：最新活動面が直線的なもの
非平滑：最新活動面が湾曲するもの

【破砕幅】
粘土状破砕部，砂状破砕部，角礫状破砕部，
固結した粘土状破砕部，固結した砂状破砕部，固結した角礫状破砕部
の合計の幅とし，破砕部の走向傾斜から真の幅に換算した。

15.非モデル化破砕帯

：最新活動面 ：破砕幅 ：粘土の狭在物が認められる箇所

凡 例

：断層ガウジ
＊１：露頭
＊２：試掘坑

　 第657回審査会合
机上配付資料2 修正前

450



参考2-186

性状一覧表（3/12）

【平滑さ】
平 滑：最新活動面が直線的なもの
非平滑：最新活動面が湾曲するもの

【破砕幅】
粘土状破砕部，砂状破砕部，角礫状破砕部，
固結した粘土状破砕部，固結した砂状破砕部，固結した角礫状破砕部
の合計の幅とし，破砕部の走向傾斜から真の幅に換算した。

15.非モデル化破砕帯

：最新活動面 ：破砕幅 ：粘土の狭在物が認められる箇所

凡 例

：断層ガウジ
＊１：露頭
＊２：試掘坑

　 第657回審査会合
机上配付資料2 修正後

451
836～842(分類E)①
　ボーリングの傾斜角を記載すべきであったが，記載を忘れたもの。

843(分類E)②
　項目名に「明瞭な」を記載し忘れたもの。

①

①

①

①

①

②

①

①



参考2-187

性状一覧表（4/12）

【平滑さ】
平 滑：最新活動面が直線的なもの
非平滑：最新活動面が湾曲するもの

【破砕幅】
粘土状破砕部，砂状破砕部，角礫状破砕部，
固結した粘土状破砕部，固結した砂状破砕部，固結した角礫状破砕部
の合計の幅とし，破砕部の走向傾斜から真の幅に換算した。

15.非モデル化破砕帯

：最新活動面 ：破砕幅 ：粘土の狭在物が認められる箇所

凡 例

：断層ガウジ
＊１：露頭
＊２：試掘坑

　 第657回審査会合
机上配付資料2 修正前

452



参考2-187

性状一覧表（4/12）

【平滑さ】
平 滑：最新活動面が直線的なもの
非平滑：最新活動面が湾曲するもの

【破砕幅】
粘土状破砕部，砂状破砕部，角礫状破砕部，
固結した粘土状破砕部，固結した砂状破砕部，固結した角礫状破砕部
の合計の幅とし，破砕部の走向傾斜から真の幅に換算した。

15.非モデル化破砕帯

：最新活動面 ：破砕幅 ：粘土の狭在物が認められる箇所

凡 例

：断層ガウジ
＊１：露頭
＊２：試掘坑

　 第657回審査会合
机上配付資料2 修正後

453
844～852(分類E)①
　ボーリングの傾斜角を記載すべきであったが，記載を忘れたもの。

853(分類E)②
　項目名に「明瞭な」を記載し忘れたもの。

①

①

①

①

①

②

①

①

①

①



参考2-188

性状一覧表（5/12）

【平滑さ】
平 滑：最新活動面が直線的なもの
非平滑：最新活動面が湾曲するもの

【破砕幅】
粘土状破砕部，砂状破砕部，角礫状破砕部，
固結した粘土状破砕部，固結した砂状破砕部，固結した角礫状破砕部
の合計の幅とし，破砕部の走向傾斜から真の幅に換算した。

15.非モデル化破砕帯

：最新活動面 ：破砕幅 ：粘土の狭在物が認められる箇所

凡 例

：断層ガウジ
＊１：露頭
＊２：試掘坑

　 第657回審査会合
机上配付資料2 修正前

454



参考2-188

性状一覧表（5/12）

【平滑さ】
平 滑：最新活動面が直線的なもの
非平滑：最新活動面が湾曲するもの

【破砕幅】
粘土状破砕部，砂状破砕部，角礫状破砕部，
固結した粘土状破砕部，固結した砂状破砕部，固結した角礫状破砕部
の合計の幅とし，破砕部の走向傾斜から真の幅に換算した。

15.非モデル化破砕帯

：最新活動面 ：破砕幅 ：粘土の狭在物が認められる箇所

凡 例

：断層ガウジ
＊１：露頭
＊２：試掘坑

　 第657回審査会合
机上配付資料2 修正後

455

854～856(分類E)①
　ボーリングの傾斜角を記載すべきであったが，記載を忘れたもの。

857(分類E)②
　項目名に「明瞭な」を記載し忘れたもの。

①

①

②

①



参考2-189

性状一覧表（6/12）

【平滑さ】
平 滑：最新活動面が直線的なもの
非平滑：最新活動面が湾曲するもの

【破砕幅】
粘土状破砕部，砂状破砕部，角礫状破砕部，
固結した粘土状破砕部，固結した砂状破砕部，固結した角礫状破砕部
の合計の幅とし，破砕部の走向傾斜から真の幅に換算した。

15.非モデル化破砕帯

：最新活動面 ：破砕幅 ：粘土の狭在物が認められる箇所

凡 例

：断層ガウジ
＊１：露頭
＊２：試掘坑

　 第657回審査会合
机上配付資料2 修正前

456



参考2-189

性状一覧表（6/12）

【平滑さ】
平 滑：最新活動面が直線的なもの
非平滑：最新活動面が湾曲するもの

【破砕幅】
粘土状破砕部，砂状破砕部，角礫状破砕部，
固結した粘土状破砕部，固結した砂状破砕部，固結した角礫状破砕部
の合計の幅とし，破砕部の走向傾斜から真の幅に換算した。

15.非モデル化破砕帯

：最新活動面 ：破砕幅 ：粘土の狭在物が認められる箇所

凡 例

：断層ガウジ
＊１：露頭
＊２：試掘坑

　 第657回審査会合
机上配付資料2 修正後

457
858～863(分類E)①
　ボーリングの傾斜角を記載すべきであったが，記載を忘れたもの。

864(分類E)②
　項目名に「明瞭な」を記載し忘れたもの。

①

①

①

①

①

②

①



参考2-190

性状一覧表（7/12）

【平滑さ】
平 滑：最新活動面が直線的なもの
非平滑：最新活動面が湾曲するもの

【破砕幅】
粘土状破砕部，砂状破砕部，角礫状破砕部，
固結した粘土状破砕部，固結した砂状破砕部，固結した角礫状破砕部
の合計の幅とし，破砕部の走向傾斜から真の幅に換算した。

15.非モデル化破砕帯

：最新活動面 ：破砕幅 ：粘土の狭在物が認められる箇所

凡 例

：断層ガウジ
＊１：露頭
＊２：試掘坑

　 第657回審査会合
机上配付資料2 修正前

458



参考2-190

性状一覧表（7/12）

【平滑さ】
平 滑：最新活動面が直線的なもの
非平滑：最新活動面が湾曲するもの

【破砕幅】
粘土状破砕部，砂状破砕部，角礫状破砕部，
固結した粘土状破砕部，固結した砂状破砕部，固結した角礫状破砕部
の合計の幅とし，破砕部の走向傾斜から真の幅に換算した。

15.非モデル化破砕帯

：最新活動面 ：破砕幅 ：粘土の狭在物が認められる箇所

凡 例

：断層ガウジ
＊１：露頭
＊２：試掘坑

　 第657回審査会合
机上配付資料2 修正後

459
865～869(分類E)①
　ボーリングの傾斜角を記載すべきであったが，記載を忘れたもの。

870(分類E)②
　項目名に「明瞭な」を記載し忘れたもの。

①

①

①

①

②

①



参考2-191

性状一覧表（8/12）

【平滑さ】
平 滑：最新活動面が直線的なもの
非平滑：最新活動面が湾曲するもの

【破砕幅】
粘土状破砕部，砂状破砕部，角礫状破砕部，
固結した粘土状破砕部，固結した砂状破砕部，固結した角礫状破砕部
の合計の幅とし，破砕部の走向傾斜から真の幅に換算した。

15.非モデル化破砕帯

：最新活動面 ：破砕幅 ：粘土の狭在物が認められる箇所

凡 例

：断層ガウジ
＊１：露頭
＊２：試掘坑

　 第657回審査会合
机上配付資料2 修正前

460



参考2-191

性状一覧表（8/12）

【平滑さ】
平 滑：最新活動面が直線的なもの
非平滑：最新活動面が湾曲するもの

【破砕幅】
粘土状破砕部，砂状破砕部，角礫状破砕部，
固結した粘土状破砕部，固結した砂状破砕部，固結した角礫状破砕部
の合計の幅とし，破砕部の走向傾斜から真の幅に換算した。

15.非モデル化破砕帯

：最新活動面 ：破砕幅 ：粘土の狭在物が認められる箇所

凡 例

：断層ガウジ
＊１：露頭
＊２：試掘坑

　 第657回審査会合
机上配付資料2 修正後

461

871～875(分類E)①
　ボーリングの傾斜角を記載すべきであったが，記載を忘れたもの。

876(分類E)②
　項目名に「明瞭な」を記載し忘れたもの。

877(分類A)③
  変位センスについて，転記元の細分化カタログから転記したが，転記を誤ったもの。

①

①

①

②

①

①

③



参考2-192

性状一覧表（9/12）

【平滑さ】
平 滑：最新活動面が直線的なもの
非平滑：最新活動面が湾曲するもの

【破砕幅】
粘土状破砕部，砂状破砕部，角礫状破砕部，
固結した粘土状破砕部，固結した砂状破砕部，固結した角礫状破砕部
の合計の幅とし，破砕部の走向傾斜から真の幅に換算した。

15.非モデル化破砕帯

：最新活動面 ：破砕幅 ：粘土の狭在物が認められる箇所

凡 例

：断層ガウジ
＊１：露頭
＊２：試掘坑

　 第657回審査会合
机上配付資料2 修正前

462



参考2-192

性状一覧表（9/12）

【平滑さ】
平 滑：最新活動面が直線的なもの
非平滑：最新活動面が湾曲するもの

【破砕幅】
粘土状破砕部，砂状破砕部，角礫状破砕部，
固結した粘土状破砕部，固結した砂状破砕部，固結した角礫状破砕部
の合計の幅とし，破砕部の走向傾斜から真の幅に換算した。

15.非モデル化破砕帯

：最新活動面 ：破砕幅 ：粘土の狭在物が認められる箇所

凡 例

：断層ガウジ
＊１：露頭
＊２：試掘坑

　 第657回審査会合
机上配付資料2 修正後

463

878～882(分類E)①
　ボーリングの傾斜角を記載すべきであったが，記載を忘れたもの。

883(分類E)②
　項目名に「明瞭な」を記載し忘れたもの。

884(分類A)③
  変位センスについて，転記元の細分化カタログから転記したが，転記を誤ったもの。

①

①

②

①

①

③①



参考2-193

性状一覧表(10/12）

【平滑さ】
平 滑：最新活動面が直線的なもの
非平滑：最新活動面が湾曲するもの

【破砕幅】
粘土状破砕部，砂状破砕部，角礫状破砕部，
固結した粘土状破砕部，固結した砂状破砕部，固結した角礫状破砕部
の合計の幅とし，破砕部の走向傾斜から真の幅に換算した。

15.非モデル化破砕帯

：最新活動面 ：破砕幅 ：粘土の狭在物が認められる箇所

凡 例

：断層ガウジ
＊１：露頭
＊２：試掘坑

　 第657回審査会合
机上配付資料2 修正前

464



参考2-193

性状一覧表(10/12）

【平滑さ】
平 滑：最新活動面が直線的なもの
非平滑：最新活動面が湾曲するもの

【破砕幅】
粘土状破砕部，砂状破砕部，角礫状破砕部，
固結した粘土状破砕部，固結した砂状破砕部，固結した角礫状破砕部
の合計の幅とし，破砕部の走向傾斜から真の幅に換算した。

15.非モデル化破砕帯

：最新活動面 ：破砕幅 ：粘土の狭在物が認められる箇所

凡 例

：断層ガウジ
＊１：露頭
＊２：試掘坑

　 第657回審査会合
机上配付資料2 修正後

465

885～889(分類E)①
　ボーリングの傾斜角を記載すべきであったが，記載を忘れたもの。

890(分類E)②
　項目名に「明瞭な」を記載し忘れたもの。

②

①

①

①

①

①



参考2-194

性状一覧表(11/12）

【平滑さ】
平 滑：最新活動面が直線的なもの
非平滑：最新活動面が湾曲するもの

【破砕幅】
粘土状破砕部，砂状破砕部，角礫状破砕部，
固結した粘土状破砕部，固結した砂状破砕部，固結した角礫状破砕部
の合計の幅とし，破砕部の走向傾斜から真の幅に換算した。

15.非モデル化破砕帯

：最新活動面 ：破砕幅 ：粘土の狭在物が認められる箇所

凡 例

：断層ガウジ
＊１：露頭
＊２：試掘坑

　 第657回審査会合
机上配付資料2 修正前

466



参考2-194

性状一覧表(11/12）

【平滑さ】
平 滑：最新活動面が直線的なもの
非平滑：最新活動面が湾曲するもの

【破砕幅】
粘土状破砕部，砂状破砕部，角礫状破砕部，
固結した粘土状破砕部，固結した砂状破砕部，固結した角礫状破砕部
の合計の幅とし，破砕部の走向傾斜から真の幅に換算した。

15.非モデル化破砕帯

：最新活動面 ：破砕幅 ：粘土の狭在物が認められる箇所

凡 例

：断層ガウジ
＊１：露頭
＊２：試掘坑

　 第657回審査会合
机上配付資料2 修正後

467

891(分類E)①
　書式を転用した際に正しい項目名への修正を失念した。

892～899，901(分類E)②
　ボーリングの傾斜角を記載すべきであったが，記載を忘れたもの。

900(分類A)③
  変位センスについて，転記元の細分化カタログから転記したが，転記を誤ったもの。

902(分類E)④
　項目名に「明瞭な」を記載し忘れたもの。

②

①

②

②

②

②

②

②

②

②

③

④



参考2-195

性状一覧表(12/12）

【平滑さ】
平 滑：最新活動面が直線的なもの
非平滑：最新活動面が湾曲するもの

【破砕幅】
粘土状破砕部，砂状破砕部，角礫状破砕部，
固結した粘土状破砕部，固結した砂状破砕部，固結した角礫状破砕部
の合計の幅とし，破砕部の走向傾斜から真の幅に換算した。

15.非モデル化破砕帯

：最新活動面 ：破砕幅 ：粘土の狭在物が認められる箇所

凡 例

：断層ガウジ
＊１：露頭
＊２：試掘坑

　 第657回審査会合
机上配付資料2 修正前

468



参考2-195

性状一覧表(12/12）

【平滑さ】
平 滑：最新活動面が直線的なもの
非平滑：最新活動面が湾曲するもの

【破砕幅】
粘土状破砕部，砂状破砕部，角礫状破砕部，
固結した粘土状破砕部，固結した砂状破砕部，固結した角礫状破砕部
の合計の幅とし，破砕部の走向傾斜から真の幅に換算した。

15.非モデル化破砕帯

：最新活動面 ：破砕幅 ：粘土の狭在物が認められる箇所

凡 例

：断層ガウジ
＊１：露頭
＊２：試掘坑

　 第657回審査会合
机上配付資料2 修正後

469

②

②

903(分類E)①
　書式を転用した際に正しい項目名への修正を失念した。

904，905，907，909, 911(分類E)②
　ボーリングの傾斜角を記載すべきであったが，記載を忘れたもの。

906，908，910(分類A)③
  変位センスについて，転記元の細分化カタログから転記したが，転記を誤ったもの。

912(分類E)④
　項目名に「明瞭な」を記載し忘れたもの。

①

③

③

③

②

②

②

④
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第657回審査会合

机上配付資料3 修正前
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